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ベンタックスの M 史はそのまま一眼レフ発城の歴史 a 
その大きな足跡のひとつ、世界妯初の完免 S 觔 ▲ 
出;合;級一眼レフ E S に、さらに高度なメカニズムを 
ill えた傑作 ES II 。写すことを削造の喜びにまで高め 

たクリエイティブカメラ。一眼レフのパイオニア、ペン 

タックス促統の技術がすみずみにまで生きて彳、ます。 
• 8 秒から ▲ 秒まで連続無段階の (1 C ) オート祗 
子シャッター 

春突換レンズ、アクセサリ—も自車力出 
• 優れた色再現の SMC タクマーレンズ 


磨きぬかれた技柿?の年車商 
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CREATIVE CAMERA * 完全自動露出高級一眼レフ 
*73 年度 JPS (日本写真家協会) It に輝ぐ完全自動1'の冗 M : 装*み 


H ASAHI 

圈 PENTAX 

旭光学工業株式会社 

カタログご希望の方は- 

m \ 00 東京都千代田区永田®旭光学 KG 係へ 


らくらく贸えるベンタックスクレジットお求めはこのマークのお店でとうそ 

2PK • ' 1 


3 20力月ボーナス払い 0 K 
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ここ C めで f : く金婚式を迎えられる天 
S 陛下この五十年陛下が歩んでこら 
れた道は決して平坦ではなかった 

すでにこ結婚前から病床の大正天皇に 
代わり摂政として国政の重責を負われ 
即位後は〃動乱の昭和，と呼ばれる激動 
の時代に立ち向かわれたそして戦争 
平和を希求されていたにもかかわらず 
砂火は拡大した苦悩の 日々 を 送られた 
陛下も戦争終結の裁断を自ら下された 
終 m 後も陛下にとって試練の道は続い 
ただが「どぅか日本再建の ために… U - 
と国民を励まし力づけて全国を回られ 
たそして〃戦後"と呼ば九た時代も過 
ぎ平和な 日々 が訪れたご結婚後の一 
時期を除いてこれほど心安らかに毎日 
を迎えられたことはなかったに違いない 
"象徴 天皇々として国民と 共に 歩—れ 
る陛下は四十六年四月すでに古希を 
迎えられ在位期間は明治天皇をしのい 
で史上最長記録を日 IH 伸ばされてい 
る これからもます ます お元気で この 
平和を享受いただきたいものである 
































































备若宮さまもお元気に成長され両陛下はご結婚五十周年を迎えられるなど §1十九年の新春を迎えおにぎやかな天皇ご一家 






J 訪欧の両陛下 


両陛下は ロンドン :' f 在 こ 日目 ギルドホ—ルで 
開かれた0ンドン市長主催の歓迎式に臨まれた 
(昭和固十六年十月六日) 























































1 年愛されていた葉山の寒▼の S 辜嘆かれた両陛 
■ f だが澄んだ静岡県須崎の争お*1:召 

(昭和四十七年二月=須崎御用邸€?1) 
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分類学では世界的に有名な”学者天皇 u の労作はこの研究室から生まれた（昭和48年4月） 
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日本古来の伝統民芸の「組み紐」に心を傾けられる皇后さま手先の器用さはご結婚前から定評だった（昭和46年3月） 











TOSHIBA 

一 明日をつくる技術の東芝一 


からだボカボカ 
悠々の暖かさ 0 
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mi 


RAS^SSi JKHM (室内傲 S5,OCX3 円 
RAS-SS1JAH: • 安外恍） ISO, 000 円 

雄相 100 v m 準価格 S1 5,000 R 

壁掛形_1 (配歡 (イプ 5 m . 付战•エ賴別) 

嗳房のめやす，©--国置 150 Hz 地区).0〜孩 KeOHi 地区) 
冷房のめやす屯. IMt (50 Hz 地区 L 0 田登 I & OHU 也区') 
寸法 ( 宽内機)-.亮さ35 Ox 蝠 760 X 奥行 265 fnni 


= 


エア3 ン魄历ご■使用 上の ご注意 

•紱 M 能力 U 外 Uili がドがるじつれ低下 I ま尤 i 及笮照) Vl ^ Uii がことさら此く 
なった堝が奴 朗能 力がイリ4：す も二 t があ U すので，他の啤 W 这41.を俳⑴して 
<ださい。■及ボの蚊游能力紙外⑽ 7 U 屮内(以ド C の埤公で ( 日本エ J ： 
规格 JIS C 9612) 補!1吨'八ヒ™ダーの哝捃能力をあ vn ■ます， 

♦おセにふさわ u ■嗖 w a j 卜のために suviV 丄』くご tn ,が ださい.， 


# 圍口_』 


«5tiM 

i 矚厲能力 (K.cai n) 

1 SOHj 

SOHi 

T'C 

?600 

ZSOO 

ST 

?soo 

2700 

3C 

2 刪 

2600 

0 *c 

2?QQ 

?4Q0 


1 く木かげ > は強力 2 ステップ暖房方式 1 

1 

便利なタイマーリモコン付 

除湿もできる本格的才ールシーズン 


く木かげ> は暖かさが2段構えの方式。外の寒さの「ぉ？3み時にセツトすれば、朝、自党めた時は、もう梅闹時、秋の長雨の顷には、温気だけをとりさる除湿 
変化に合わせて、快適な暖かさを維持する設計です。ポカポカ」エアコン暖房の快適-便利さをさらに商める専用運耘。1年を通 U ： ぉ使いいただける設計で t ； 
もちろん季節が変われば、強力冷房-強力除湿 d タイマーリモコンを付けました。 


強く静かな口ータリー 
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'、ばらの道、、とさえいわれた戦後の一時期を過ぎ天皇 
ご一家にパッと明るさの射したのは美智子妃を迎えられた 


昭和34年春だったそ れ から毎年新舂を迎えるたびに 

• ~ 1 ( ' ■ *, „ ~j^. \,k ， . iJ ■- . - J ..•• v *. % 、 4 - - , ; ' '： , -i ： * i -•»■ - * * I ,~ J * 【二 - す， ' ぃ *-' ，じ 】：， •.:, ' ' „« -, • - r . r 

明るい話題がご一家を包むなかで t お孫さんたちの成 
長は両陛下にとってお楽しみでありお喜びでもある 
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美智子妃を迎えて初めてのお正月この時すで 
に浩宮さまをご懐妊の美智子妃だったが常陸宮 
島津貴子さんはまだ独身（昭和35年丨月） 















































▲ 、、サーヤ* (紀宮)にはおばあちやまとママ 

少年二宮にはおじいちやまとパパ華子さまもち 
ょつびりうらやましそう（昭和46年 I 月=吹上御 
所で） 



►皇后さまが弾かれるビアノの調べに包まれて 
ぃかにも幸せそぅなご|家浩宮さまが少年らし 
成長されている(昭和三十九年 I 月 U 坟上御苑 
花蔭亭で} 


▲新婚 e 常陸宮ご夫妻が加わってのご I 家すっ 
かりおにいさまになられた浩宮さまをはさんで両 
陛下の表情はやわらか(昭和四十年一月) 
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k 大きく成長されたお孫さんの興ずるゲ！ムを 
一覧のご一家(昭和四十八年一月=吹上御所で) 


▲二歲 +力月の浩宮 さまを 中心に吹上御苑を散歩 
される天皇ご一家両陛下を「オジジ さま オバ 
パさま」と 呼ばれた宮 さまは " I 寸法師％ 山 田の 
ヵカシ，の歌がお得意の頃(昭和三十八年一月) 
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㊣ 編 

東京 • 大阪 • 京都，堺.和歌山 • 横浜•玉川 
立川•大宮-岡山‘柏•米子，ニュ_ヨ_ク•パリ 



みなさまに親しまれている 
ばらのタカシマヤは 

これからもお審さま第 

タカシマヤならではの品撤ぇとサ！ビスで 
多くの お 客さまからご愛顧いた だいて まい" 
約 一 1 -li 紀 半。^0を 世界に も I-U けて、 

タカシマヤはこ h からもお客さま m 一に 
ご奉仕をつづけて まいります。 

くらしに ; ri 木^ ^ ) みをふやす-, [1 貨 ^とし\ 

いっそぅご利用くださいませ 















大正 13 年 I 月 26 日天皇皇后弔涅下の二；&儀は宮中*賢所て亊けられ r 

E 土嗜タノムラー mm て^ こ；^? I 亘へーヘルサイユ亘 

た韩 E ; あま厂豪てすきて お好みてよなてつ' よ）たか手を l 

って散策される若いお二人のほほえましい姿が見うけられたそうだ 
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結婚間もない- 1 ろの陛下赤坂離宮がスィ—トホ 
丨ムたつ r : が豪壮な離宮に つい C 後年 あそ 
こは人間の住むところではないね……とおそは 
の 人に 漏らされたとか(大正十三年ころ) 


, J. 
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I 3 ■バイオリンと小鳥と姫』泰西名画を見るよう 

な若き S の皇后さま（大正14年*赤坂離宮） 



















































TWTW 2 B 摂政宮のご麽亊とお 

つた H : 


人のご結#を祝った睡軍中佐の軍服姿1 
r さかれ罐下 


























昭和 24 年の銀®式のとき陛下が * 若い時代の思い出の写臭*と I て選ばれたのがこの写典だった陛下が 25* 皇后さまがときのもの 























その日の皇居前手前の石垣は前年9月丨日関東 
大震災で崩壊した後方には皇居前広場に建てら 
れた震災仮設小屋の屋根も見える皇太子ご夫妻 
のご結婚当日繰り広げられた馬車パレードと比べ 
られないほど簡素だった 


伊勢神宮外宮にご結婚を報告された時の両陛下 
陛下は満22歳皇后さまは20歳（大正13年2月） 
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〇電気興業 

本社〒100柬京都千代田区丸の内 3- 34 

TEL 03-216-1671( 大代表） 


事業所*工場 川越/鹿沼/依佐美 
支 店札幌/大阪/福岡 


































即位の大礼 


昭和3年 II 月 tO 日京都御所紫宸殿で即位の大礼が盛大に行われた陛下 
が天皇となられて2年即位を祖先と国民に広く伝えるのがこの大礼の 
儀式で京都御所を中心に都大路で豪華けんらんの絵巻が繰り広げられた 




昭和3年 H 月6日陛下は特別御料儀装馬車で皇 
居を出発された 


和田倉門を行く賢所御羽車と近衛騎兵賢所は両 
陛下と同じお召し列車で京都へ運ばれた（昭和3 
年〖1月） 


Jr 




















皇后さまは御五衣唐衣裳俗にいう十二単（昭和3年 n 月） 
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即位式のご装束を着けられた両陛下陛下は御束帯黄據染袍 













螻京都駅前に作られた奉迎の大アーチが当時 
の盛儀をしのばせる 


▼即位の大礼天皇の即位を先祖と内外に広く 
伝えるための大儀式で昭和3年 H 月10日秋晴 
れの京都御所で行われた紫宸殿には文武百官 
大礼使が束帯*桂袴_大礼服に身を固めて参集 
庭には古式通りの旗がなびき，豪華けんらんの 
絵巻を繰り広げた 



I 
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長崎•福岡 • 広島. 神戸*大販.東京 • 礼幌 



即位の大礼には国中の高位高官約3,000人が列席し盛儀をきわめた 



即位の 大礼を■寿 n なく終えられた丙哔下は 京都 
から f 尹勢神室に向かわれ報告の参 f 早をされた 
(昭和3年 I I 月) 
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国際電話というと、なにかむっかしいも 
のとお考えではありませんか。と二ろが意 
外と簡単なのです D それに今では通信衛星 
や海底ケーブルによって音質もグーンとよ 
くなり、国内通話と間違えるほど明瞭です 〇 

国際诹 i 舌サービスにはいろいろな 種類があり 
ます。上手に選んでご利用ください 0 

♦ステーシヨン * コ_ル （ 番号通話） 

通話相手の電話番号だけを指定して申し込む国 
際通話 & ■ 

お申し込み方法も簡単で、料金も割安。とくに 
通話科 I 手を選ばなぃ場合や、海外から留守窀へ 
の速絡などにご利用ください。 

♦パーソナル_コール（指名通話） 

相手の方を指名して申し込む国際通話 c 

衍名された方が^]:話口に出るまでは、料金がか 
かりません。特定の相手と通話した V 、堪合に便 
利です。 

♦ 3レクト■コール（料金受 M 人払ぃ讪話） 
相手の方に通話料を支払ってもらう国際通話。 


屯話 A 3 では、料金の支払いについて先方のご承 
諾を得てからおつなぎします。 

なお、 ス子ーシヨン*コールには、この料金受 
信人払いのお mm いはあ 1 )ません。 

♦ クレジツトカード*コール 

KDD が発行するクレジツトカ 1 ―ドをお持ちの方 
が、国際通話料金をご自分や会社のツケにでき 
る国際通話。 

時盖の関係などで，社用、公の国際私詁を自 
宅からかける方や、1:〗本№1内や海外の出版先か 
ら利用される方などに使利なサービスです。 


国際通話のお申し込みは…… 

♦ 韓国などアジア諸国 （ 否港を除 < ) あては 

(03)211— 4211へ 

♦ 香港およびアメり力*ヨ ー p ッパあては 

來京23区からは局番なしの109へ 
その他の地域からは (03)211 — へ 
♦ 沖繩県からご利用になる場合 

那_へダイヤル 直池 できる地域からは 

那覇 （0988 )54 —00 H へ 


世界の主要地域あて国際通話料金 (昭和49年] I 月現在} 


地域名 

ステーシヨン*コール1 

(敏 初の 3 分まで） 

，く ー ソナル* コ —ル 

(缺初の 3 分まで） 

$ \ 日叫/夜 刖 

M 20 PI 

2,160円 

1,2 ㈤ 円 

1，620円 

台 m 

1,620 PJ 

2，160円 

否 港 


1,890 P 1 | 

アメり々本土 | 平日 

3,240円 

4,320円 

ハ 7ィ i _! 

2,430円 

3,240円 

グアム 

2,700円 

3,600円 

英国，フランス. 



西ドイツなどヨー 

3,240 m 

4,320円 

CT ッパ主要国 




し' (口 〇 

国際電信電話株式会社 

柬京都千代田区爵が関3丁目2番5号 













































両陛下 

と 

スポーツ 


お若い頃天皇陛下はながなかのスボー 
ツマンだった冬はスキー夏は水泳 
そして皇太子時代のご訪英直後からゴル 
フに熱中された一方皇后さまも運動 
神経は人一倍発達しておられたようで 
ご婚約時代から天皇陛下とネットをは 
さんでテニスをされたり新婚時代はク 
ラブを振ってコースを回るレデイーゴル 
ファーだった 




見事なストックさばき（昭和6年2月*吹上御苑) 
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▲赤坂御苑には100ヤードのシヨートホールも特 
設されていた陛下の打たれたボールは * ナイス 
オンかな、、ボールの行方を追うお二人（昭和3年 
7月 • 赤坂御苑で} 


4ご結婚後始められたゴルフだが皇后さまはな 
かなかスイングも見事で上達は早かったそうだ 
(大正13年4月•赤坂御苑のゴルフコース） 
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* &皆 


皇太子時代の訪英でゴルフをご覧になった陛下は 
ご帰国後さっそく練習を始められた翌年当 
時皇太子だったウインザー公とともにプレーされ 
た時のスナップ（大正11年4月 • 駒沢ゴルフ場） 
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皇太子さまと美智子さまの婚約時代軽井沢 
での テニス 姿は国民の 目 を見張らせたしか 
し A 先輩*は両陛下だった宮内庁•写 
真のひとつ（両陛下ご結婚9力月前の大正12 
年4月•赤坂御苑で） 
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戦後も続けておられたスポーツは乗馬とテニス 
だが陛下のテニス歴は古い……（大正〖2年4月 
* 赤坂御苑テニスコートで） 
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かけ金を納めた人か飞5歳になっ 
たとき。 

目•耳，身体が不自由になった 
とき。精神障害者になったとき。 
夫に死別され18歳未満の子を育 

てているとき。 

18歳未満の子が親に死別された 
とさ 0 

その他、準母子年金_寡婦年金_通算老齢 
年金 • 死亡一時金の制度があります。 

_国民年金について、くわ I くはもよりの市(区)町村役場で 














くらしを守 




国民年金 

老後の生活の安定をはかる年金時 
代が訪れています。国民年金は、サ 
ラリーマンの奥様も加入できます。 

国民年金で楽しい老後のプランを 
たてましよ ： 



総理府 

















▲ロンドンの バッキンガム宮殿で近衛儀礼兵を 
閲兵される陛下（先頭）一人おいてヒゲの宮様 
として有名だった閑院宮（大正10年5月） 


▼モーニング 姿で フランス _エりゼー宮を ご 訪問 
左の長身の軍人は後のベタン元帥(大正10年6月） 



『九 





天皇^下は若きブリンス時 ft の大正十年三月お召し噔 
"香取，で約半年間欧州各®-を蜆善訪問された昭和四十 
六年九月同しヨ— ロツバの各国をご訪問されたが音の S 
い出はいま t なお惑甥深い t 力があ％とい b れる 
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_ 英国国王 ジョージ 五世の出迎えを受け同 I :馬 
車でバッキンガム宮殿に向かわれた英国王室の 
暖かいもてなしに陛下は深い感銘を受けられたと 
いう（大正10年5月） 


▼ケンブリッジ大学で名誉法学博士号を受けビ 
ロードの帽子に紫紅のガウンを着られた陛下（大 

正10年5月） 
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▲戦艦 r 三笠』保存式典当日三笠の甲板上での 
陛下と東郷平八郎元帥この時父君の大正天皇は 
すでにご病気だった（大正15年11月） 

► 大正元年9月满丨 ] 歳で陸海軍少尉に任官され 
た皇太子さ3にも浩宮さまにも似ていられる 
(陸軍少尉大礼服を召された当時の陛下） 






大正10年3月皇太子だった陛下は軍艦で訪欧の 
途へ 5月にはロンドン入りされ英国陸軍大将 
の服装で記念撮彩 


大正9年10月満19歲海軍少佐の服装がりりしい 
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争 T * 



板についた * 英国紳士*ぶりはコウモリがさに 
レーンコートの外由姿にも… （大正 H 年4月） 


ステッキソフト手袋… ご 外遊で身 についた 
a 若きクラウン.ブリンス*のおしゃれぶり 
(大正 h 年 n 戶） 



秉ってご « M になった 


■揉 

拿^ ： - 

^ ..... 




r::i- 
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久！宮郎彦王の第一女王としてお生まれに 
なった皇后さま まだ10歲のころのお写真 














































若き日の皇后さま当時のトッブ • モードの洋装 
だったのだろう 



大正6年満14歳の皇后さま翌年に陛下とのご 
婚約が内定 L たのだから 
写真 j だといえる 


れは秘蔵の r お見合 
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► 28 歳の誕生日を記念してのお写真当時皇后 
さまの誕生日を『地久節』と呼んでいた 
(昭和7年2月） 


右下： 38歳の皇后さま関西ご旅行の際京都御 
所紫宸殿前庭で（昭和16年5月 j 
下：桂袴（けいこ）姿の皇后さま同じ年の洋装 
の時と趣が異なって見える（昭和16年3月） 




4 


40 









マッビン&ウェッブショップ 

馨日本橋三越本店6階特選売場 


気高く優雅なデザインが、け I :界の国々で尊 .( if れている 
マッピン&ウヱッブの銀製品、英国の職人気質が守り 
続けられている銀工芸の粋をアン ティ ーク シルバー 


^Mapoin & Webb 






，年の伝統を誇る 

越に 





登場/ 


ウェア*宝飾品から現代のモダンなシル/《ーウェア 
ファッションジュエリーまで一觉にとり揃えました 


〇 


銀製コーヒーセット.. ......*• "380,000円 

アンティーク KI 8モザイクデザイン•ネックレス. 

イヤリングゼット（彳8叩年の作） . ，"* + “""，| ,500,000円 

ほかに銀製食器•銀製宝石箱.ファッションジュエリーなど陳歹 IJ 。 



日本橋 



中 I 

中央以〇本 m : :， 










室の 




国製 
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いつも変らぬ風格と威厳にじみでるお人柄 
のよさは国民の敬愛の中心である首にか 
けられた大勲位菊花章頸飾はじめ数々の 1 r 一 
章が光を添える(昭和四十五年 Is ) 


























M 32 年ダットサン | 号車 



1965年 7^ c 遠の名車シルビア 



1970年最多勝記録をぬりかえ続けるスカイライン 



1937年戦前の名ダットサン 



1959年走るベストセラー、ブルーバード 



1969年プルーバード SSS 、 サファリを制す 




3952年戦後初のスポーツカー*ダットサンスポーツ DC 3 



1963年第 I 回日本 GP とフヱアレテイ！ 500 


昭和史を走り通して… 

昭和48年12月28日、日産「1勋車は、創立40周 
年を 迎えました。長い間にわたって親しまれて きた 
クルマメーカ— として、犯■に未米口 M って止り続け 
てきました。この即、みなさまからいただいた m 麗の 
レッテルは、パ ば日産自動車の財産でれ 
そして一-また 新 しい 時代を めざして。 

人とクルマの 

明日をめさす el 



[373 年日本を代表する最高級車プレジデント 
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両陛下は昭和四十六年九月二十七日から十八日間ョ 1□ ッパ七力国を訪問 
され各地で皇室外交をくり広げ親善の実をあげられた天皇さまは皇太 
子時代に訪問されたこともあり思い出もひとしお各地で 3 IP ッパは初 
めての皇后さまに説明されるなどお二人にとって思い出多いご旅行 f : った 
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な i 域， 


ミロの「ビーナス」に魅せられる両陛下ルーブル美術館での両陛下は予定時間を過ぎても熱心にご鑑赏になった（昭和46年10月3日） 
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► ローレライで知られるライン下りがご訪欧最後 
のお楽しみだった岩霜にはえる草木はすでに秋 

色（昭和46年10月12日) 


▼最初の公式訪問国はベルギープリュッセル王 
宮で開かれたボードワン国王主催の夕食会には正 
装でご出席左から王弟アルべール殿下、フアビ 
オラ王妃天皇陛下皇后陛下ボ_ドワン国王 
パオラ妃殿下（昭和46年9月29日） 
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明日への一滴 


り 

1■1 ■ 

1111 -p * 

d J 

) 




晉、私たち人類は；医学-薬学 A 
と呼ばれるものかなかつた時件 A 


\ V. 


ろいろな薬を発見し、 


使つ てい まし 


自然を 利 策した 草の葉や木の 
根の、いわゆる薬草です" 


それは、 今日の薬学の第 I 歩と 


S 


号 

〇 

-•—1- 

者 

4 

—hw 

目 


なり 


%\ 


らい、数々の薬が発見 


され'つくられてきたのです 







今、私たち 人類は、"医学*楽学，の 
めざましい進歩に卜6り、数多くの 
病気に ぅち 勝つ ことができます，： 
人類の歴史が残してくれたこの 


橋 

本 

日 

区 

中 

者 

京 

東 

社 

会 

式 

株 

薬 

S 

第 


尊い遺産をひき継 


健康な 


日々を頭つて明日への|滴を 


りつづける， 


二の こころこそ、 私たち第一製薬 
のかけがえのないエネルギ—源 


なのです_ 




















陛下のご日常 


象徴天皇の ご 日常はなかなかお忙しい陛下は毎朝吹上御所から宮殿に 、'ご 出勤。にな 
n 憲法に規定された公務につかれるお仕事はすべて内閣の助言と承認によるもので 
はあるが法律の公布外交文書の認証叙位叙動など署名押印されるなどさまざま 
このほか国賓らのご接待をはじめ皇室外交の面でもご多忙である一方宮中伝統の行事 
天皇家の神事も大切にされるだけに陛下の一年は日程がぎつしり詰まつている 











皇室には 古式豊かな 行事が数多く 残されている 
これは 昭和四十八年"歌会始の儀，室町時代その 
ままののどかな 朗唱で次々に披露される詠進 歌に 
陛下は耳を^ I けられる 


明治天皇が学問振興を目的に始められたのが r 講 
書始の儀」 講師には自然*社会■人文科学の権 
威者が選ばれる(昭和四十八年 I 月) 
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〃皇室外交，：戦後生まれた言葉の I つである 
国際親善に両陛下は精いっぱい努力され ている 
タイのプミポン国王ご夫妻と.歓談される両陛下 
(昭和三十八年五月■仮宮殿西の間) 


英国のアレキサンドラ王女をお迎えして陛下主 
催の夕食会会場は宮内庁三階の仮宮殿だった 
(昭和三十六年+|月) 


■ 
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緑の日本庭園 ( こ囲まれた 
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国会開会式に出席された両陛下（昭和45年11月） 



広島の原爆慰霊碑に黙とうを捧げられる両陛下 
(昭和46年4月） 


毎年めぐってくる終戦記念日 8月15日戦没者 
の霊前で「往時を思い胸の痛むをおぼえる…」と 
頭を下げられた陛下胸の中に去来するものは… 
(昭和 4 8年8月15日=日本武道館で） 
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►防寒帽•防寒コートの陛下のお姿は珍しい札 
幌の冬季オリンビックで再びオリンビックの開 
会を厳粛に宣せられた〈昭和46年2月•開会式） 


钃ミユンヘン五輪は公務の許す限りテレビ中継を 
ご覧になっていた陛下優勝した日本体操チーム 
と談笑された（昭和47年9月） 



螭千葉国体の開会式全国の若者がつどうスポー 
ツの祭典に出席するのが毎年陛下のお楽しみの 
ひとつだ（昭和48年丨〇月） 


►東京オリンピックの名誉総裁として開会を宣せ 
られた陛下は宮内庁の記者団に r できるなら全 
種目見てみたいものだ』と述べられた（昭和39年 
10月-東京オリンビック開会式） 
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いつて％どこてもだれとてもゆたかな心のふれあいを- 

Green Cammunicatian 


肩がふれあう隣りの\よりも 
近くにいるのが電話の相手 0 



たとえどんなに遠く離れていても電話はその隔たりを感じ 
させません。通話は、まさにコミュニケーションの原点。 
NECH 本馅 気の 各柿通信機器が お役に化っています， 電話 

交換機、搬送装置、マイクロウエーブ通信装置… など、 悄報化 

社会:に欠かせないものばかりです。よリスムーズで確かな 


コミュニケーションをとおして、人と人、人と社会のふれあい 
をより费かに…これも NEC 日本艰気がめざすグリーン■コミュ 
ニケーションのひとつです。 NECH 本電気は、人問尊重と向然 
調和をふまえたグリーンな社会を求めて、エレクト□ニクスの 
総合力を駆使し、皆さまのお役に立つよう努めてまいります。 













r 天皇の国事行為 J は憲法第七条によって定めら 
れてある山積みした書類の決裁も陛下のお仕事 
のひとつ（昭和44年4月，宮殿表御座所菊の間） 










大阪 * 千里丘陵を会場にした大阪万国博全世界 
の子供たちが両陛下に花束の贈り物それを万雷 
の拍手が包んだ（昭和45年3月） 


カナダ館での両陛下の反応は二人二様飾らない 
お人柄のにじみ出たスナップ（昭和45年3月•万 
国博） 
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植樹祭で全国を巡られる両陛下昭和43年は秋田 
県の予定だったが三陸沖地靈のため両陛下は行か 
れなかったそこで皇居*吹上御苑で鉢植えに植 
樹秋田県知事に贈られた 


喜劇の人気者故柳家金語楼師匠と談笑される両陛 
下かつてエノ ケンと も 談笑され たが t V の 喜 
劇番組は愛好されているようだ（昭和43年5月* 
赤坂御苑*春の園遊会） 






主婦連副会長の高田ユリさんとハプニングの’物 
価談義、、さすがツワモノの高田さんも恐縮した 
(昭和48年10月.赤坂御苑，秋の園遊会） 
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豊饒のなかの大きな曲り角 

もともと進歩は正しいことです。科^技術の向上;±つね 
に〈善〉と受けとめられてきました。現在はどうでしよう。 
私たちの生活^辺に安心できない科学の^物がさまざま 
あることを知る と、 科学技術のあり方について改めて考 
えざるを得な くなつてきました。 ^ ft のこの大きな S り 


角に立ってタケダはいま、地球 k に -ft む生物、 そして 人 


Ft- —i ' 

n 1 -rj 


の安全について"足もとからジッと M つめ直しています „ 


安全はいまや 
地球的な研究テーマです 



\女八卜すぎるという ti « はありません 

技術を社会が冷靜にチ H ツク しなければ ならない ヒ〇年 ft 。 
フ ラスの i [ IJ だけを m 视 し、 その副次的[:生じるマイナス 


の 


禪 


固をつぶった科^技術の存在は許されません。 


社会が安全を問題にする以前から' 人命に it 接かかわる 
医薬品は、どの工業分野よりも深く広くその解明に努め 
てきました。しかし、 この地球的な研究 テ ー マに' さら 
に -A きな 努力を必^ としています。タケ ダはここに八上勢 
力を打ちこみます。研究者•技術者は もちろん、 生晓に 
携わるすべてのスタッフは、〈人問の幸せとは M か〉を S 
らに問ぃかけながら、厳密と細心、厳格と慎重、この言 
藥のもつ真の^ 味を、 心の奥深く1:刻んでゆきますこ 


生命への畏敬をこめたライフサイエンスを 

生命 iu 象を 解明し、 生命と環境との関係を総合的に究明 
する〈ライフサイエンス〉、 これからの 技術革新の 指 t [ と 
なる 科学です- ■•- しかし、 いのちの根源1:^ ! びつく 和^て あ 
るだけに、 その応用にはどこまでも慎重な配虛と心構え 
が必要です。人のいのちの f it り得ない M みをひしひしと 
感じつつ、 タケ ダはへすベてのいのち〉のよりよき存在の 
ために、ライフサイエンスを 普実に探求しつづけます。 


n 


)武田薬品工業株式会社 















明るいクリ—ム色の鉄筋 n ンクリ l トニ階建て皇居吹上御苑にあるこの建物が両陛下 
43住まい吹上御所南面の庭《皇后さまが大切にされているバラ函蹂藏野を思わせ 
る脚苑で古希を遇ぎたお二人の静かな生活が営まれているそして那須下田の御用邸 
ffi かけて自热と"対話，され*植物観察や海洋生物採集を何よりの楽しみにされ X いる 
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葉山の岩礁で皇后さまの貝採取を手伝われる陛下（昭和43年6月） 



農耕民族日本の伝統は宮中でも陛下のお田植えに残されている 

(昭和48年5月=皇居内生物学研究所前の水田） 





















吹上御苑での野草摘みいかにも和やかな老夫婦といった光景である戦中戦後の食糧難時代には皇后さまが摘まれた野草が食卓にのぼったこともある 
(昭和48年4月） ■ 













吹上御所の南面にバラ園がある皇后さまが丹精込めて育てられたバラは毎年美しい花を咲かせる 

( 昭和42年3月） 


一. 






> 




•尸 







































昭和 8 年 3 月に撮影された皇后さまの写真 
3 枚の フイルムを 入れ換えて撮影 あとで 合成し 
た珍しい写真であるこの年月皇太子さまが 
お生まれになった皇后さまは当時30歳 



►皇居内の御養蚕所ここで毎年皇后さまは蚕 
を育て勤労の尊さを体験される出来た絹地は 
国賓と L て迎えた人たちにも贈られる（昭和40年 
6月） 


▼皇后さまは『桃苑4の雅号で長年絵筆をとられ 
ている（昭和48年2月 • 須崎御用邸） 
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分類字という生物学のなかでも最も地眯な研究が 
陛下めご辱:門長年の採集結果が整理され生物 
学御研究所編として出版されている 
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〈災害時〉ふえる 10 倍保障と家族ぐるみの安心セット 

家族収入保険 


X-0.8O3JI3U- 



すべてのご家庭に愛の光を 

朝日生命 


本社/〒 160 東京都新宿区西新宿卜 7-3/ TEL 東京 （03)342-311 丨（ 大代 表) 



































天皇•皇后両陛下金婚式記念メタル 



天皇•皇后両陛下は昭和49年1月26 H 、金婚式をお迎えになりま t ； 

主要日刊新聞社で結成する全国新聞社事業搬莪会は記念メダルを発行して祝意を表するとともに、 
この益金を IM 療•福祉事業に赉付します。各方面こぞってのご支援を切に望みます。 

全国新聞社事業協議会 



_受益団体 

特殊法人口本赤十字社 
財団法人藤楓協会(救癩機関） 
財団法人結核予防会 
財団法人高忪宫妃癌研究基金 
恩賜財団母子愛育会 


Mlf 1金 （ 30_ • 30 g ) . -150,000円 

金 （30 削!* 26 g ) --- 75,000円 

糸屯銀 （55 nm ，80 g )” ---10,000円 

銅 (55 mm ) ... .-““““-- S ， 000円 

3点セット（金*銀*銅）…-…■…-88,000円 


国際金価格相場の変動により定価の変更もありえます。 

大蔵备造幣局検定概 I :|]人 


好評発売中 


■発行/全国新聞社事業協議会 

_企画/(株）共同通信社開発局 

東京都港区赤坂I 〜9〜20 
(共同通信社内） 

TEL 03(585)8261-2 
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婣宮中儀式の行われる正殿正面中庭から見たもので 
京都御所紫宸殿が忍ばれる風格 
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▼長和殿南溜南車寄せから入った吹き抜けのホ 
ール約500平方 g 階段を上がった絵は東山 
魁夷画伯作の「朝明けの潮」 
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思い出の 



ムカら 


この五十年天皇皇后として また 父として母と して そ I て何ょ〇も人閛として喜びと悲 
しみ苦しみと楽しみを共に分けてこられ f : 両陛下数々の思い出がいま走馬灯のょぅにお二 
人の中に…国民と共に終戦直後の食糧難に立ち向がわれた日々若き血をたぎらせた早麽戦ご 
観戦、一般見物客と I 緒にご II になつ亡大相撲そして長女故東久通成子さんを最期まで見守ら 
れた徹在の看病…思い出のアルバムは尽きないこれからもどんどん増える W とだろぅ 








▲貞明皇后と両陛下を中心に記念撮影のご一家 
左から独身時代の孝宮（臛司和子）義宮（常陸 
宮）東久遇盛厚照宮（同成子）皇太子順 
宮（池田厚子）清宮（島津貴子)の各宮さま（昭 
和22年） 


4陛下の笑顔 戦後* と呼ばれた時代もよう 
やく過ぎ悲願とされていた戦災地ご視察も終え 
てご表情は明るい（昭和32年^月） 
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データ 

く確実〉を 
保証する。 

〈巴川〉情報紙し 

磨かれた技術と60年の礎が 
く確実〉なデータを創る。 
永遠に確実さを求め 
そして 

情報を大切にする 
く巴川〉の精神。 


•静電記録紙 （ トモエ•スタット） 

•放電記録紙（トミー•エコー ) 

❿電子計算機用さん礼テープ 
•テレタイプ受信紙 

⑩ e 川製籬 

巴 川ビジネス•サプライ 

本社•東京都中央区京橋 I 一6巴川ビル TEL 東京 03(272)4111 
支社籲大阪市北区梅田7 — 3梅田ビル TE し大阪 06(345)0791 
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女のお子さまが統いて親王さまご K 生を顆われ 
ていた皇后さまその M いがかな〇て崖太子さ 
まをおだきにケ〇お*びが表情ににじみ出てい 
る{昭和九年七月) 














36 年 7 月第一畠女で車久 
いた成子さんが亡くなられ 
看病翌朝宮内庁病院を 
乱れが深い悲しみを伝え 
















緊急電送連絡 



発大阪支社 


宛本社〇〇 



△△課 


かねて B 社と商談進行中の件、本日 
受注に成功しました。 

ただちに製造手配願います。問題点 
は次の図に示す個所の栾更だけです。 





変更 ss_ 

以上の件、疑問点は再度電送願います0 




書類は電話線にのせて送る時代 

今まで音声の伝達だけに限られていた 
電話線に『文書や図面』などものせて 
誰もが自由に、どこへでも送受信でき 
るようにな 1 )ました。 

ビジネス通信もいよいよ 

ファクシミリ通信の時代です。 
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Panafax 2DDD 




ファクシミリで世界を結ぶ 

松下勇送 

〒153東京都目黒区下目黒 2-3-8 TEL (03)491 -9191 




▲昭和21年 I I 月3日"象徴天皇 * を定めた新憲法 
にご署名（仮宮殿*公務室） 


▼不敬罪事件で有名な*食糧メーデー*.の後陛 
下は全国に r とぼしきをわかち苦しみを共に… 
と放送された（昭和21年5月） 
























































►昭和 25 年秋の早慶戦をご K になられたときこ 
の時代は I だ戦後の溫乱は終わらずこの年朝鮮 
戦争がぼつ発した野球は庶民の最大の娯楽でも 
あった（神宮球場） 
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4陛下の相撲好きは有名だ柏鹂のあいさつを受 
けられる両陛下（昭和37年5月） 


►ユーモリスト の故吉田茂元首相の言葉に陛下 
も就任早々の佐藤前首相も思わず破顔一笑（昭和 
39年 M 月 • 赤坂御苑_秋の園遊会） 
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カフ°セルがひらく。印刷が香る。 



たとえば，レモンの印刷面から，あのさわやかな香りが立ちの 
ぼってきたら， どんなに素敵なことでしょう.この印刷の夢 
を，大日本印刷の技術が実現しました，香りの大險印刷《セン 
トプリント》* 直径20ミクロン （0.02 mm ) という微小なマイク 
ロカフ°セルに番料を針入し，これを，あらかじめ印刷された絵 
柄に刷り重ねる方式.符りを半永久的に印刷面に保つことが 
でき，好みのときにツメなどでこするだけで， カフ。 セルがひら 
き，なかの香りがほのかに立ちのぼるのです，《セントプリン 
卜》は，視体であった従来の印刷ィメージの変不，世界 
最大の総合印刷:^業•大日本印刷がひらく，新い、経_験の世界. 


新しい世界をひらきます 



大日本印刷 






























一 g 前 戦時中の陛下が地方を旅されたのはほとんどか陸 S 特別大演習ご統監のためたつた 
しかし終戦直後戦災地11興状況を視察された"背広の天皇，は戦災者引き揚げ者を励 
ま」国民の中にはいつて「日本再建の f : めにがんはつてください」と声をかけて回られた 
いまは年二回植樹祭と国民体育大会で出かけられる地方ご旅行を楽」みにされている 


みちのくにも美しい新緑の季節が訪れた昭和三 
十八年五月青森県での植樹祭にご出席県林業 
試験場では種をお手まきになつた 

青森県の特産はリンゴ水栽培での育成をご覧に 
なる両陛下(青森県リンゴ試験場で昭和三十八 
年五月) 
















終戦直後の地方ご旅行では陛下が積極的に声を 
かけられ初めて見る、、背広の天皇*に国民の側 
が戸惑った急ごしらえの秋田市営住宅前で子供 
たちと交歡される陛下 ハンカチ 片手に涙を流す 
老婆の姿も…（昭和22年8月） 


南部_造で伝統の鉄器ヴくりを興味深くご覧にな 
る両陛下（昭和45年！0月） 



年々施設が整備されデラックス化する国民体 
育大会だが初めのころは両陛下をお迎えする 
cr イヤルボックスも簡素をきわめた（東北国体開 
会式 • 福島市信夫丘陸上競技場昭和27年10月） 
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人波に押され陛下のソフトが右に左に揺れる 
MP が仕方なくビストルを空に向けて発射やつ 
と人垣にすき間ができて大阪府庁にたどりつか 
れた（昭和22年6月） 


日本三景の一つ天橋立の絶景を成相山•傘松公圍 
展望台からご！！になる両陛下（昭和37年4月） 



が 





，:.し..：. 




V - ， 


マ•ア ■ 


V -. T * .ン ： k 

へ部 

•- -Hi 

■ T 

..墨 • 

i 


‘ wc : レ.,プノい.ぃ . ， 

■ / c ’ 二々- , '' 

i* .，中ぃ- 1 % 

， / パ .： ■ - . "■; 




:. . 


1 ■ f *V y V 


• :ヘフ 

ぃ ノ ’. .. . ‘. . - ' ，， • v 

• :，_••• •，ーニ：.；'， ‘..：■ ■ノノ 尤乂-.ュ.. 〆 .へ- V.X 乂 


, へ 

' • * L 

- 心 


L 1 ^ 


'、ば ‘. 1 


■囉網，，:翁 

皇室にとつて京都は最もゆか*7の深い地戦後のご旅行でも大宮御所を宿舎に関西方面に出かけられた（小雨にけむる平安神宮で昭和42年4月） 


， 
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人ひとヒト…東北地方でも両陛下のご訪 
問先では熱狂的な歓迎ぶ〇にお二人はお喜び 
だった(福島県庁前で昭和三+五年五月) 


右下：昭和二十二年十月福井石川富山の三 
県を視察された陛下は石川県江沼郡西谷村菅谷 
群部落の炭焼小屋へお立ち寄りにな D 次々に出 
来上がる炭の梱包作業をご II になった 
左下：新潟国体にご出席の両陛下は 立ち寄られ 
た新潟大学で見事な花をつけた県特産のユキッ 
バキをご K になった(昭和三+九年六月) 
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帽子を右手に高く上げられる陛下独特のポーズ姫路城を背景に市民は熱狂的に歓迎した （22 年6月） 



出船入り船世界を結ぶ大型外航船でにぎわう 
神戸港の活気に両陛下もご満悦（神戸_摩耶ふ頭 
で昭和42年4月） 
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原爆被災から二年しかたっていないのでご訪琲 
を中止されるょぅにとの声もあったが陛下は予 
定を変更されず広島市内の爆心地近くで布民 
の歓迎を受け被災者を励まされた(昭和二十二 
年十二月) 


「早<元気になってください J 丨広鳥.原爆養 
護ホ—ムで病室を回り患者を励まされる両陛 
下(昭和四十六年四月) 


&P 
















▲戦災地ご視察の地方旅行のときに比べ陛下の 
髮はすっかり白くなったがご表情はきわめて明 
るい鹿児島で薩摩焼きのすかし彫りの名人芸に 
感心される両陛下（鹿児島県文化センターで昭 
和47年10月) 


▼四国4県開催の第8回国体開会式にご出席の途 
中両陛下は波静かな瀨 F 内海を宇高連絡船で 
渡り高松に着かれた（昭和28年10月） 








喷煙をなびがせる桜島を二賢しなり 


舰麟感で-抑れる瞄下爬和 47 年 10 月） 

















営 

業 

品 

i 


< 電子部品 > 電子背， トランジスタ •ダイオード. 

集相回路.整流器， コンデンサ* 抵抗器 ■プリン ト 
基板 • レーザー • パワー サプライ 

<電子檝器》写舆*送装匿.榷蓽電送勰朦 <事務フ 
ァックス）*チレ メ ール ■丨了 V * 数 fj | 制御典置 • アナ 
ロ グ 計算機. ミニコン ビユータ •モ f モ ■ ク〇 スメ ST 

交換機*自動灌播禳，瀰子吸光装鼸 
<艟材循晶> 通 m 用鼇綿，一雎用電糠.穩騸用電線 

* 楼器配桷用霣 練* イラックス _ 品，了 v 共* g 用ケー 
ブル •コネクタ-網末絶!*材料 

<mmmm シンクロ，シンハ - ータ*ワイヤラツ 〆 < 
DC モータ.コインセレクタ. n インタイマ • カウン 
夕. ビンボー K . OC ソレノイド.電磁弁*液面スイ 
ツチ， モー トルシリンダ*冷凍式 エアー ドライア 


電子と制御の…… 

明日へのチヤネラー 

MmJLmSM 

^SOHX 


• 日本電気 ㈱ 特約店 
■住友電気ェ業 ㈱ 特約店 
• 0本電気精器 ㈱ 代理店 

佐鳥罨糍饈 

• 中京電機 ㈱ 代理店 
❿能研工業 ㈱ 代理店 . 

K 篇才 — K ^ T^rTX 


• 松下電器産業 ㈱ 代理庙 
• 松下電工 ㈱ 代理店 


グループ本社ビル 

東京都港区芝 I 丁目〗4番丨〇号 

窀話 03(452)7 け丨 （ 大代表） 


支店 • 営業所 

大阪•名古屋■福岡•札幌•広岛_萬崎 
大船■仙合，八王子•太田•横浜•台北 



▲天皇旗をなびかせたロールス D イスが初めて天 
萆五橋を渡り両陛下は烏民の歓迎と美しぃ景観 
に大軎びだった（天草四号橋で昭和41年10月） 


►最徐行のお車がたびたび止まつて人垣を縫う 
迎えられる天皇さまも迎える市民も表情は明る 

い終戦までは考えられない光景（熊本市役所前 
昭和24年5月） 




(昭和25年3月） 



























電子用機器部品 
産業用機器部品 
切削工具 
圧電磁器 
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®) 日本特嫌陶業 


本社 名古屋市瑞锶医高辻 町8〒 4 67 TE し:052:87 卜 2111 
営業所東京.大阪 • 広島 • 福岡.仙台*札幌 

出張所鹿児®*高松■岡山*靜岡.横浜+择玉.菡山.新潟， n 森*釧路 
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天皇、 皇后両陛下は昭和四十九年一月 二十 六 
日、 ご結婚五十周年の記念日を お迎えになる。 

|般で いぅ 金婚式である。まことに おめでたい 
限りで、 心からお喜び 申し上げたい。 

両陛下が婚儀を挙げられた0 は、 あの関東大 
震災の翌年に当たる大正十 H 年_九二四年) 
一月。 それからの五十年。両陛下は国民と共に 
激動の半世紀を歩んで こられた。そして 迎えら 
れる 金婚式は、 お二人に とつて感慨ひとしおの 
ものが おありだろう。 

ここに、 思い出の歳月を写真特集に 収録した。 
両陛下のアルバムで ある ばかりでなく、戦争と 
平和に色分け された 日本の記録でも あろう。 
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® 天 a 、 曳后両陛下五十年の歩み 
® お歌にみる五十年の歳月 
® 求な 力く ^^ J ^ : I 人 jt 相 政 
@天息さまの対話 
@両陛下のお住ま： 

® 思い出の m 丨ロッパご旅行 
@天^ さまと 眼鏡110 
©陛下と生物典子111 

® 陛下とスポーツ S 

® ( :l ^ さまの絵 113 
® ollf さまのモ 1 ド 114 
@憲法！—天 t 
®1 116 
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天皇皇后両陛 T 

五十年の歩み 


たのしげに雉子のあそぶわが庭に 
朝霜ふりて舂なほ寒し 

(昭和三十一年) 


武蔵野の草のさまざまわが庭の 
土や はらげておほし 立てきつ 

(同三十七年) 


武蔵野の面影を残すといわれる皇居' 吹上御苑。お 
堀と松の緑に囲まれ、外界と隔絶した広大な御苑は、 




ま、 静かな冬のたたずまいをみせ、 fj 烏が遊び' 野 


草が芽吹く日も近い。天皇、皇后両陛下のお住まい、 

吹上御所はここに あり、 二首の和歌は' 天白王陛下が御 
苑の自然を詠まれた ものである。 

正月を迎えると 両陛下の 日常は なかなか お忙しい。 
新年の宫中行事が 7 C 日未明の四方抨に始まつて歳旦祭， 
新年祝賀の儀 ' i 般参賀'元始祭から講書始、歌会始 


と続 


苦楽 わけ、 互にいたわられて— 

動乱、戦争そして平和でつつる半世紀 


ある。 過ぎ去った半世紀の日々を 感慨 深く思い起こさ 
れる ことだろう。 


翁ご新婚時代 


大正十三年一月二十六日朝、実家の渋谷.久迦宮邸 
を あとにされた良 子女王は、菊を 白く浮き出させた エ 
ビ色の唐衣、ツルの模様を散らした表寂に 桐と 鳳凰の 
絵模様のある白地の裳のご盛装。宫中，賢；#前の朝集 
所には秩父宫はじめ皇族方、淸浦奎吾首相ら約千人が 
列席、垂纓の冠に黄丹袍の装束で笏を手にされた皇太 

k) ろ ^ i 

子裕仁親王がまず賢所へ、続いて良子女王も回廊を渡 
つて進まれた。賢所内陣で「良子女王と結婚す る」 旨 
の告文を皇太子か奏され' 外陣でご神盃の儀が あり、 
賢所犬前の儀が滞りなく行われた。このあと皇霊殿' 
神殿にご参抨、皇太子は陸軍中佐の制服、良子女王は 
水色の口 1ブ * デコルテに着替え"車で東宫仮御所(赤 
坂離宮) に入られた。そして、ようやく お二人の新婚 


1旬、やつと静かな吹上御所で二人だけの生活に戻 生活がスタ—卜した 


られ る。 そしてお迎えになるのが一月二十六日の結婚 
記念日。その記念 H も、 ことしは数えて五 H 回目"ご 
結婚当時、二十二歳だった陛下は、いま七十二歳、十 
二単の清れ姿で皇居にはいられた皇后さまは七十歳で 


ようやく、というのは朝から続いた ご婚礼の儀式が 
長かっただけでなく、良子女王が皇太子妃に内定後「宮 
中某重大事件」が起き' また、 関朿大震災でご婚儀が 
延期され たりした からで ある。 



久迪宫邦彦王の第一女、良子女王が東宫妃に内定し 
たのは大正七年一月で、当時、陛下は十六歳、皇后さ 
まが十四歳の 時、 ご結婚の六年前のことだった。そし 
て翌八年六月' 宮内省からご婚約成立が正式に発表さ 
れた 。ところが' 大正九年にはいって「宫中某重大事 
件」が政界最上層部で取リざたされだした。良子さま 
の母で ある愰 子妃の 里方、 島津家に色盲の遗伝因子が 
あると、 医学雑誌に発表されたのがきっかけで、これ 
を重大視した 元老 山県有朋が学者の報告書を 添ぇ、 婚 
約辞退を要請する手紙を久週宮家に送って事態は深刻 
化した。 
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結局、大正十年二月、宮内省が「良子女王東宫妃ご 
内定のことに関し世上種々のうわさあるやに聞くも、 
右ご決定は何ら蛮更あらせられず」と異例の発表をし 
て、 この事件は落着した。一般国民には、この発表文 
が何を意味するのか見当もつかなかったが、長州閥の 
元老山県が島津家(瞳摩)から嫁を迎えている久迦宫 
家への挑戦で〃薩長の争い〃とみる者 もいた。 

この騒ぎのあと大正十.一年九月、一般の結納に当た 
る納釆の儀が あり、 ご結婚は翌十二年十一月二十七日 
と決まったが、その直前の九月一日に関東大震災が起 
きた。 皇太子は、首都の大慘事に「予定通り結婚式を 
挙けるに^^のびない」と延期を申し出られて、二力月 
後の大正十三年一月二十六日に行われたのだった。 

⑱仲 むつまじく 

こうした 結婚前のご苦悩があったためか' それまで 
たびたびデ—卜を重ねるといったお二人ではなかった 
のに、 新婚早々からの仲むつまじさは側近で評判にな 
った。ご婚儀のあった翌二十 七日、 おそろいで沼津御 
用邸で静養中の大正天皇をご訪問になった 際、 汽単が 
東京駅を出てから沼津に着くまでの単中' 終始二人き 
りで歓談され「ょくも話題が尽きないものだ」と侍従 
らを驚かせた という。 東宫仮御所だった赤坂離宮の庭 
を、手をつないで散歩されたのも新婚時代、ょく見か 
けた光景だった そうだ。 

同年 夏、 福島県翁島に出かけられた のは、 いわば お 
二人にとっての〃新婚旅行，陛下が手綱を 取り、 横に 
皇后さまを乘せて馬車を 走らせたり、 東屋から静かに 
広がる湖水と遠景の山波をいつまでもながめ られ てい 
た。 猪苗代湖 I 。そこは" 若き日"の思い出の地 だつ 
たのだろう。昭和三十六 年、 吹上御所が出来上がる時 


【どんな絵をおかけし ましょうか」 と側近がうかがう 
と「何か風景画を、そう猪苗代湖のあたりがいいね」 

と陛下がおっしゃったそうだ。御所の一階から二階へ 
通じる階段の踊り場には、いまも朿山魁夷画伯の描い 
た"猪苗代湖，が掲げられて いる。 

® 大きい外遊の影響 

新婚生活に入られた陛下は、すでに措政宫として国 
政の重責を担われていた。大正十年十一月、大正天皇 
の病状が思わしくなく、国事執行は不可能と診断され' 
皇室会議で皇太子の摂政宮就任が決まった"この年、 
大正十年は、陛下にとって大きな出来ごとが相次いだ。 
二月、良子女王とのご婚約に蛮更ない旨の決定があり、 
同月末、架宫御学問所での七年間にわたる学業を終え 
られた。そして三月、横浜港から軍艦香取で半年に及 
ぶ ョーロ ッパご 旅行に出発され た。 感受性の最も強い 
十九歳から二十歳にかけての青春期。ご外遊で数多く 
のものを吸収され、いまも「これまでで最も楽しい思 
い出だ」と述べられている。 

物の考え方ばかりでなく、生活様式も、この外遊で 
お受けになった影響は大きい。朝食に 卜—スト、 ハム 
エッグといったメニユーを続けられ' 寢間着を パジャ 
マで通しておられるの も、 すべてそれからのことで ある。 

ご結婚の翌年、大正十四年十二月六日、お二人の間 
にお子さまが生まれた。照宫成子内親王(故東久迪成 
子さん)。陛下は二十四歳で父親に、白 Hj 后 さまは 二十二 
歳で母親になられたわけで ある。 

当時、 社会情勢は混乱' 普通選挙法が国会で成立す 
る一方で、治安維持法が公布され、労働農民党が結成 
当日解散 させられるなど、左翼、 労働運動の弾圧が き 
ひ . ^^ さを 加えた。 


#" 若き天皇，の苦悩 

大正天皇の容体は大正十五年秋から一段と悪化、十 
二月二十五日早朝、療養先の葉山御用邸で崩御。四十 
七 歳。 皇室典範の規定により皇太子裕仁親王が践 
二十五歳で第百 二十 四代の皇位を継承され て、 年号は 
「大正」から「昭和」へ一皇太子妃良子さまは皇后と 
なられた。そして、 わずか六日間だった元年から"激 
動の昭和，が始まっ た。 

昭和二年三月、金融恐慌による銀行休業続出、同年 
五月' 第一次山東(中国)出兵、昭和三年三月、共産 
党員大量検挙、 Ini 年六月' 張作霖爆死事件、治安維持 
法強化、同年七月、特高普察、全国に設置…。思想弾 
圧と軍部の独走が相次ぎ' 昭和三年十一月 十日、 京都 
御所で即位の大礼を挙げられるまでに 国内、 外で重大 
事件が続発した。 

こうした 事件のなかで、特に陛下を激怒させたのが 
張作霖爆死事件だった。「満州某重大事件」と、当時 
一般に呼ばれていたもので、中国の鬼北省(旧満州) 

に 実権を持つ張作霖 が、 関東軍参謀河本大作大佐ら に 
よって、奉天駅直前で列単を爆破され、暗殺されたが、 
田中義一首相は陛下に「犯人は日本軍 人らしい」とだ 
け述べ、真相を説明しなかった。陛下からたびたび調 
査結果を報告するようにとの催促があったにもかかわ 
らず'事件から j 年近くたって「犯人は日本軍人では 
なかった が、 関東軍としても责任を回避できないので 
関係者を行政処分に したいと存じます」といっ た 旨を 
報告した。 この報告に「最初の 話と違う ではないか」 

と陛下は詰問され「田中のいうことなど再び聞くこと 
はいやだ」と側近に漏らされた。この言葉を伝え聞い 
た田中首相は辞意を固め、内閣は総辞職した。 

国際信義の低下を心配されての詰問が、内閣総辞職 
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という 事態を招いた ことで、 陛下は「君主が首相を弾 
劾してやめさせる というのは、 立憲君主としての道を 
逸脱したものた った」 と自己批判され たという。 この 
事件がきっかけで、天皇の発言は極度に慎重に なった。 
二十八歳の〃若き天皇"のご苦悩は、結果的には軍部 
の専横、暴走を一段と強めさせた。 

㊃ 即位の大礼 

昭和三年十一月十日' 皇室典範の定めにょる即位の 
大礼が京都御所で行われ、ケンラン、豪華な宫廷絵巻 
が繰り広げられた。皇位は大正天皇崩御と同時に継が 
れた が、 即位の継承をご先祖と国民に知らせるのが、 
この儀式で ある。 

十一月六 H 朝、陛下は大元帥の正裝で六頭立て馬車 
に乗って皇居をご出門、濃紺の口|ブ，モンタントの 
皇后さまは四頭立ての馬車。近衛兵が整列する中を東 
京駅に向かわれ、神鏡をまつる賢所とともに宫廷列車 
で京都へ I そのころ は、 ^ 海道線も京都まで長時間か 
かる時代で、名古屋でご一泊、七日午後 二時、 京都に 
お着きになった。即位を知らせる紫{辰殿の 儀は、 十0 
午後二時から始まった。束帯、黄 M 染御袍の陛下が紫 
宸殿の萵御座につかれて、即位の礼を行う旨の勅語を 
読み上げられた。高御座の右手やや後方に五衣' 唐夜 
姿の皇后 さま。 庭には錦地に縫い取りの ある 色とりど 
りの旗が秋空には ためき、 殿上に大礼使長官の近衛文 
麿公爵ら束帯に身を固めた文武百官、それに大礼服、 

桂袴姿の皇族、 高官、 外国使臣と夫人が並び、儀式は 
まさに 圧巻だった という。 

お住まいを赤坂離宮から移られた皇居..吹上御苑に 
昭和三年、生物学御研究所が完成した。木造平屋建て 
の簡素な研究所で、いまも 陛下は、 ここで生物学の研 



究を続けておられる が、 生物に興味を持たれたのは初 
等科 、つまり 小学校のころからである 
学習院初等科を卒業、東宮御学問所で 中、 高等教育 
をお受けになっている時代、生物学とともに歴史に対 
する関心も強かった。しかし' 元老西園寺ら が 「日本 
の歴史を科学的な探究心で学ばれると矛盾をお感じに 
なるから…」と歴史の研究を断念していただくよう進 
言した という。 

生物学でも選ばれたのは分類学。「地味で時間のかか 
る分類学は、わたしのような立場の者に適している」 
というのが理由で、扣模湾■の後鰓類と栃木県那須の 
植物分類をラィフワ—クにされている" 

戦後の昭和二十四年九月「相模湾產後鳃類図譜」を 
生物学御研究編と して 処女出版されてから、著®!を次 
次に出され、海外の専門学者から高い評価を受けられ 
ている。しかし、 自分の研究成果については「一生を 
終わつてみないとわから ない。 その時点で、他の研究 
者が評価してくれる と 思う」 と、 いたって謙虚で ある。 

⑱皇后さまへの愛情 

照宫 さまに 続いて、昭和二年九月 十日、 第二皇女 XI 


宮祐子内親王(翌三年三月八日没)同四年九月、第三 
皇女孝宫和子内親王(聰司和子さん)同六年二月十三 
日、 第四皇女順宫厚子内親王(池田厚子さん)と、女 
のお子さんがお生まれになった。元老西園寺や元宫内 
大臣田中光顕ら は、 内親王ばかりのご誕生は皇統 上、 
大問題であると心配、親王誕生をはかるため側室をお 
かれるべきであると進言し ようとした。 大正天皇のご 
生母は 柳原二位局、明治天皇は中山一位局で、いずれ 
も皇后さまではなかった。皇室では側室を おくことが 
異例でもなんでもなかった。 

しかし、 陛下は、この話を聞かれる と 「その必要は 
ない"皇位は秩父宮が継げばよろしいではないか」と 
おっしゃったという。 皇后 さまに対する思いやりで、 
一夫一婦制を 貫かれた。それだけに昭和八年十二月二 
十三日、皇太子ご誕生を心からお喜びになった。 

㊃ 泥诏の戦争へ .• 

張作霖爆殺事件のあと、陛下が特に陸軍首脳に対し 
「今後、陸軍軍人がこのような誤りをしないように」 
と念を押されたが、昭和六年九月' 満州事変突発、 In ] 
七年一月、上海事変、同年五月に五*一五事件で犬養 
毅首相暗殺、同八年三月' 満州をめぐる問題で、日本 
が国際連盟から脱退、そして同十一年二月、雪の降る 
"帝都〃で起きたニニー六事件と、軍部の台頭、軍国主 
義への急速な傾斜、政党内閣の衰退、そして国際社会 
での：：□本の孤立化が目立ち' 陛下のご苦悩は一層深ま 

っていった。 

ニニー六事件の第一報を聞かれた陛下は 「とうとう 
やったか」 と、 懸念していたことが 現実に なって、 マ 
ユを鸷 らせられ' 天皇親政による国家改造を 目 ざす反 
乱部隊に鎮 E 命令を出された。 この 事件前、美濃部達 
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空襲で廃虚と化した東京 

B 29 の東京大空襲があった同二十年三月 十日、 初孫 
の東久迪 m 彦さんか 誕生。 同年五！！：！二十六日には皇居 
の宮殿も空襲のため炎上した。両陛下はそのころ、厚 
いコンクリ—卜で固めた防空用住居「お文庫」を住ま 
いにしておられた。 

㊃ 終戦をご裁断 

広 島、 長崎への原爆投下、ソ連参戦…。戦争が決定 
的段階を迎えた同年 八月、 本土決戦で最後の活路を求 



二.二六事件で緊迫する東京*赤坂付 fi 


吉の天皇機関説排撃論が貴族院内外で高まリ、それを 
きっかけに天皇神格化の動きが軍部、官僚、右翼で顕 
著になった。文部省が出した「国体の本義」には「わ 
が国は現御神にまします天皇の統治したまぅ神国であ 
る」とあり、陸軍も r わが国体は万世一系の天皇、国 
を統治したまい…」との「国体明徴声明」を発表した- 
そして「皇軍」が「聖戦」と称して、同十二年七月、 
中国大陸を舞台に泥沼の戦争へと突入した。 

このころから休日にゴルフクラブを振られる天皇、 
皇后両陛下のお姿は見られなくなった。それ以後、9 


ホールのゴルフ n —スのあった吹上御苑は雑木が生い 
茂って、武蔵野の面影をしのばせるいまの姿になった。 
また葉山での榔洋生物ご採集もとぎ iL がちになった。 

㊃ 太乎洋戦争突入 

日中戦争から太平洋戦争へと軍国主義日本は突っ走 
る。昭和十六年四月から始まった日米交渉は難航した。 
同年九月七日の御前会議で開戦を前提にした r 帝国国 
策遂行要領」が決まったが、この案に対し「戦争が主 
で、外交が従である」とご不満の陛下は、会譲の席上 
「一!方の海みなはらからと思ふ世になど波風の立ちさ 
わぐらむ」と明治天皇のお歌を読み上げられた。立憲 
君主として、軍部に自重を求めょぅとされた、精いっ 
ぱいの意思表示であったのかもしれ ない。 

近衛文麿に代わって東条英機陸軍大将が首相となリ、 
同年十二月一日の御前会議で対米、英、オランダ開戦 
が決定された。そして、同年十二月八日、真珠湾奇襲。 
当初、 U 本に有利に展開した戦局は次第に逆転、ガダ 
ルヵナル島撒退、アッツ島玉砕、サィパン玉砕' 硫黄 
島玉砕、本土空襲激化、沖繩玉砕…と、敗戦必至の様 
相となつた。 

こぅした 戦^にもかかわらず、侍従武官を通じて陛 
下に届く戦況は有利なものばかり。大本営発表を信じ 
込まされていた国民同様、陛下も真相をご存知なかっ 
た。 

軍部、政府に料する苦情を打ち明ける相手のない陛 
下が、政務室に一人閉じこもり「しからば大臣…」と 
詰問調のひとりごとを口にされたのは そのころである。 
食欲もすすまず、衰弱される一方の 陛下。 「あの ころ、 
お上のお t れになっているのが' 一番心配でした」と、 
いまも皇后さまは思い出されて ハる。 
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めようと する阿南陸相ら/^土決戦派"と日本に to 条 
件降伏を要求するポツダム宣言受諾を説く東郷外相、 

米内海 相ら" 和平派，が対立' 同月九日に開かれた最 
高戦争指導会議で両派同数となリ、結論が出なかった。 
同会議では出席者の発言をお問きになる立場の陛下は' 
鈴木贯太郎首相が「陛下のご意見をもって本会議の結 
論にしたい」と、ご裁断を求めたため発言され た。「自 
分は外務大臣の意見に賛成である」—これで終戦は決 
定し た。 八月十□未明のことで ある。 

そして国民は「何も知らないので、国民に呼びかけ 
る ことが よければ、 私はいつでもマィクの i 刖に立つ」 
と話され、八月十五日正午、陛下のお言葉が電波にの 
った。 国 K が初めて聞いた天皇の 声。 それが敗戦の知 
らせだった。 そして太平洋戦争に終止符が打たれた。 
国民は空襲の ない 日を迎えた のだった。 

大本営地下防空ごう。お文庫と地下道で通じている 
防空ごうの会議室でただ一人、小型ラジオから流れる 
自分の声を聞かれた。 そして、 お文庫に戻られた陛下 
は、 玄関に出迎える皇后さまに「良宮もラジオを聞い 
たかね」 「はい…」白}} 一居にも平和がよみがえった。陛 
下が四十四歳の時である。 

㊃ 再び 〃いばらの道" 

無条件降伏、連合軍の日本 占領、 速合軍最高司令官 
の従属下におかれる天皇の地位…。すべてが日本にと 
っても、 陛下に とっても 初めての経験。天皇は新しい 
"いばらの道 A を歩み始められた。 

まず、 敗戦国の元首として同年九 A 二十七日' 連合 
軍最高司令官マッカ—サ I 元帥を訪問された。日本の 
天皇が元首、国王でもない外国人のところへ出かけて 
行かれた例は全くない。三十分にわたる会見で「戦争 



米大使館でマツカ I サー元帥とご会見 


の責任はすべてわたしに ある。 軍人、政治家を処罰し 
ないで ほしい」 と述べられ たといぅ 2 玄関での送迎は 
しないといつて いた マ元帥は、 会見が 終わると握手を 
求め、 玄関まで見送っ た。 

二十一年一 月、 年頭詔書で自ら神格を否定された" 
陛下の〃人間宣言"である。そして' 同年二月十九日 
の神奈川県横浜' 川崎両市を振り出しに、全国の戦災 
地視察に出かけられた"「戦争の道義的責任から全国 
を 回って直接国民に接したい、 との 悲願を立てられた 
ものだ」 と、当時、 側近は陛下のお気持ちを述べてい 
る。 

横浜、 川崎両 市で戦災 復興 状況を ご m になり、 引き 
揚げ者を励まして皇居に戻られた天皇のくつもワィシ 
ヤツもほこりに汚れて いた。 陛下の ことを 案じて留守 
番されていた皇后さまが「まあ、お髪が大層乱れて…」 
と 出迎えられ ると 「これでいいのです よ。もう、こう 
いう時代ですよ」—陛下は晴れやかなご表情だった。 

「どうか日本再建のために…」と焼け跡のバラック 
小屋 や農家' 漁 it を 回つて"国 K を励まされる〃背広 


の天皇〃ご真影でしか見たことのない天皇陛下に国民 
の側が最初はとまどった。それが親しみに変わり「あ 
あ、 そぅ」 天皇の 口ぐ せが流行語にまで なった。 

しかし、 占領軍総司令部の皇室に対する風当たりは 
きびしく、 皇室財産の 凍結、 皇族の特権廃止などの指 
令が相次ぎ、天皇のご兄弟である三宮家(秩父、高松、 
三笠)を除く十一宫家が皇籍を離れた。 また、 天皇の 
戦争責任を追及する声が 内、 外で起きた が、 マ元帥は 
日本占領畋策から、 証人と しても極東国際軍亊裁判に 
陛下が出られることに同意し なかった。 

#象徴天皇誕生 

一一十一一年五月三日、新憲法が施行され、天皇の地位 
は「日本国と日本国民統合の象徴」と規定、"象徴天 
皇"が誕生した。そして同年六月二十三 H の第一回国 
会で、天皇の一人称は「朕」から「わたくし」になり 
二十五年七月十三 H の国会開会式から「勅語」が「お 
言葉」に改まつ た。 

終戦直後の耐乏生活は、その差こそあった が、 両陛 
下と も同じで' 陛下は仕立て直しの背広' 皇后さまは 
古い和服を改良したモンべに似た宮中服で通された。 

「一般国民 も 平服になった のに、 Ja 宮だけが戦時服で 
はいけない」と陛下がおっしゃって、公式の席で皇后 
さまが和服を着られたのは二十七年春、連合軍最高司 
令官リッジゥェィ大将夫妻を招待された時だった。 

ご一家にもょぅやく人間性が回復、二十三年三月、 
義宫(常陸宮)の学習院初等科卒業式には初めて父兄 
として ご 出席、 二十五年 五月、 第三 皇女 和子さん と鹰 
司平通氏の結婚式が東京•芝高輪の光輪間で行われた 
ときも、貞明 皇太后と おそろいで、 ご両親が列席され 
た。 この 時、 狴下は 「平和で あることは いいね」と漏 
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営業所大阪•福岡 


らされたそぅだ。 

天^、皇后両陛下の結婚-一十 1L 周年を記念する銀婚 
式は戦後の混乱期である二十四年一月-一十六日だった 
ので、' お祝いらしいお祝いもなく過ぎた。陛下は' 二 
十七年五月三日、講和条約が^効した独立 記念式典で 
「天皇退位説」を自ら否定するお言葉を述べられた。 
そして、悲願とされていた戦後の全国ご旅行は二十九 
年 八月、 北海道を最後に終えられた。両陛下にとって 
長かった々戦後"はよぅやくピリオドが打たれたとい 
える® T 

㊃ ご一家に"春" 

三十一年十一月"戦後初の国^としてエチオピアの 
ハィレ.セラシエ皇帝陛下を迎えられ"皇室外交"が 
始まった。そのあと皇宰■のご慶事が続いた。;-十四年 
四月十日、皇太子殿下と美智子妃のご結婚、： 一|十五年 
二月二十三日、皇孫浩宫さまご誕生、同年三月十日、 

末娘貴子さんのご結婚、そして三十九年九月三十日、 

常陸宮殿下が津軽華子さん と 結婚され て、両陛下のお 
子さまは全員独立され た。 



戦後初の国賓 H チオピア皇帝とご歓談 


三十九年十月' 東京で開かれた第十八回オリンピッ 
ク大会の名誉総裁と して〃 平和の祭典〃の開会を 宣言 
された陛下の姿は、いかにも平和日本の象徴にふさわ 
しかった。 

陛下が満七十歳の古希を迎ぇられた四十六年 九月、 
音春の思い出の地を五十年ぶりに訪ね、皇后さまとと 
もにョーロッパ七力国を歴訪' 親善を深められた。 

天皇陛下は、政治に関する^^はいっ さい お持ちに 
ならないが' 政府から送られて くる 法律改正' 認証な 
どの 公文 ^に目を通し、署洛、御璽を押されるなどの 
公務が 多い。毎朝、 雨で も降らない限り九時半ごろ、 

吹上御所を出て、公務室のある宮殿に向かわれる。徒 
歩の時は 御所から 吹 上御苑を通リ'道灌堀の横を回っ 
て 十五 分の道程。時には皇后さまがご一緒のこともあ 
る。枯葉を踏んで歩くお二人の後ろ姿。それは、共に 
苦労を分け合った、仲のいい老夫婦といった光景であ 
る。 

国のつとめ a たさむとゆく道のした 
堀にここ だも 鴨は 群れたり 

(浜田寛記) 
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宫中の新春行事で国民に最もなじみのあるのは新年 
歌会始だ ろう。 十年ほど 前、 歌会始で披露された入選 
歌に盗作が出たリしたこともあって話題になったが、 
室町時代からの伝統ある行事は、いかにものどかで浮 
世ばなれしたふん囲気を酿し出す。ここで最後に読み 
上げられるのが皇后さまと天皇陛下のお歌。 

わずか三十一文字ではあるが、その時々のお気持ち、 
考え方、自然に対する情感が素直にうたい上げられて 
いる。 cn ごろ"陛下の心のうちを直接知ることができ 
ないだけに非常に興味深い。 

陛下のお気持ちをうかがう数少ない機会が歌会始の 
お歌というわけだが、戦後は新聞、雑誌社の希望を入 
れて、新年号、！兀旦用の紙面で陛下のお歌が披露され 
るようになつ た。 

だが"生物学者天皇，にとって、和歌を詠まれるこ 
とは、どちらかといえば得意ではない。すらすらとは 
いかないが、一生懸命おつくりになるそうだ。ここで、 
陛下のお歌を時代を追って紹介してみよう。 


とりがねに夜はほのぼのとあけそめて 
代々木の^のも〇ぞみえゆく 

(大正十年) 


茔下が十九歳、皇太子当時にお題「社頭暁」に■詠進 


された作品。この年、東宮御学問所での学業を終え' 
ヨ—ロッパ旅行に向かわれて、帰国直後、 m 政宮に就 
任された。二十歳で国政の饥|與を担ゎれたゎけでぁる 

世の中もかくあらまほしおだやかに 
朝日にほへるおほうみのはら 

(大正十一年) 


あらたまの年を迎えていやますは 
民をあはれむ心な9けり 

(大正十三年) 


大正天皇が崩御' 天皇になられて初めて催された歌 
会始(お題「山色新」)は昭和三年。即位の大礼が挙行 


された年である 


0 


山やまの色はあらたにみゆれども 
我まつりごといかにかあるらむ 


このあと金融恐慌、軍部の台頭' 満州事蛮' 日中戦 
争へと日本は激動の時代には いるか、 平和を希求され 
る狴下の，レが、お歌ににじみ出て くる。 


ふる雪にこころきよめて安らけき 
世をこそいのれ神の広前 

(昭和六年) 


夢さめて我世をおもふ暁に 

長鳴きどりの声ぞきこゆる 
( (昭和七年) 


天地の利にぞいのる朝なぎの 
海のごとくに波立たぬ世を 

(昭和八年) 


静かなる神のみそのの朝ぼらけ 

世のありさまもかかれとぞ思ふ 

(昭和十三年) 


西東むつみかはして栄ゆかむ 

世をこそいのれ年のはじめに 

(昭和十五年) 


峯つづきおほふむら雲吹く風の 

はやくはらへとただいのるなり 

(昭和十七年) 


























風さむき しもよの 月に世を祈る 
広前清く梅かをるなり 

(昭和二十年) 

終戦—"平和がよみがえった中で、陛下は一つの悲 
願をたてられた。戦災の痛手を受けた国民を激励して 
回りたい、という全国行脚。昭和二十一年二月からス 
タートされた。 

戦ひのわざはひ受けし国民を 
思う心にいで立ちて来ぬ 

わざはひを忘れてわれを出むかふる 
民の心をうれ^ ) とぞ思ふ 

国をおこす もと ゐと見えてなりはひに 
いそしむ民の姿たのもし 

いずれも、その年のお歌で ある。そして、 視察され 
た地方を詠まれた作品も数多い。 

よるべなき幼児どももうれしけに 
遊ぶ声きこゆ松の木の間に 
(昭和二十四年、福岡県和白村青松園) 

皂古屋の街さきに見しよりうつくしく 
たちなほれるかうれしかりけり 

(昭和二十六年) 

島々もかすかに見えぬ朝ぎりの 
深くこめたる松島の海 

(昭和二十八年' 松島にて) 


あはれなる啞の子らをたくみにも 
教へみちびくいたつきを思ふ 

(昭和二十九年、松山にて) 

保育園のわらはベあまた楽しげに 
遊ぶを見れば心ぅれしも 
(同年、！ t 知にて) 

終戦直後の"喑い日本"にあって、湯川秀樹博士の 
ノーベル賞受賞は明るいニユ ー スだっ た。 

新聞のしらせをけさは見て嬉し 
湯川博士はノーベル賞を得て 

賞を得し湯川博士のいさをしは 
わか日の本の誇りとそ思ふ 

(昭和二十五年) 

昭和二十七年' ょぅやく独立。陛下は、感慨ひとし 
おでその日を迎えられた。 

風 さ ゆるみ冬は過ぎて まちにまちし 
八重桜咲く春となりけり 

国の春と今こそはなれ霜こほる 
冬にたへこし民のちからに 

夢さめて旅寝の床に十とせてふ 
昔思へば胸せまりくる 

昭和三十年八月十五日、終戦からちょうど十年経た 
日に那須御用邸で、陛下はこう詠まれた。 


自然をぅたい上げた作品も数多い が、 さすがに 那須、 
葉山の御用邸に滞在中詠まれたものが 目立つ。 

那須の山そびえてみゆる草原に 
いろ とりどりの 野の花は さく 

(昭和三十八年) 

わが船にとびあがリこし飛氨を 
さきはひとしき海を Iji ' きつつ 

(昭和四十二年) 

那須の植物、葉山での海洋生物ご採集を最も楽しみ 
にされている陛下 だが、 皇后 さま も"門前学派" と 称 
されて、 なかなか生物にはお詳しい。小船に乗り、沖 



めづ らしきさちを 得 ませと 祈りつつ 
葉山の海に御舟おくりつ 

ここで皇后さまのお歌を紹介すると…。 

外っ国のワシントンなる孫の声 
テ—プの声をいま耳にしつ 

(昭和四+一年) 

末 娘、 島津贵子さんの一粒ダネ、禎5<ちゃんの声を 
吹き込んだテープが送り届けられた時のものである。 

いまひといき，レつ よくと さとしつつ 
針のあと多き腕さすりやる 

ひとときは 涙に ぬれしあこの 顔 
やがて笑顔にかはりゆくかな 
































昭和四十一〜二年ごろ、岡山で病床に伏せる池田厚 

子さんを見舞われた時の情景で、母親としての情感が 

あふれている。医者が〃奇跡〃といぅほど、両陛下が 

見舞われるた■びに病状が好転、厚子さんは元気になっ 

ていっ た。 

ひと足も蹐み出でがたき子らを見て 
わが足までもこほる心地す 

(昭和三十年) 

さちぅすき人の 杖とも 柱と も 

なりていたはる人ぞたふたき 

(昭和三士一年) 

なぐさめむことの葉もなしいじけたる 
足にて A がくをさな子を見て 

(昭和三十三年) 

鴨川の堤のほとりなつかしも 

をさなきころにすみしかの家 

(昭和四十六年) 

每年、国民体育大会、植樹祭ご出席をかねて各地方 

をご旅行になるのが、両陛下にとって は、 またとない 

お楽しみである。再び陛下のお歌に戻ると i 。 

なつかしき猪苗代湖を眺めつつ 
若き日を思ふ秋の まひるに 

(昭和三十七年、翁島にて) 

松苗を天鏡台に植 A をへて 

猪苗代湖をなつかしみ見つ 

(昭和四十五年、福島県植樹祭) 


猪苗代湖は大正十三年夏出かけられた、いわば"新 

婚旅行 A の 思い出の地で ある。 

いにしへの書に名高き屋島見ゆる 
広場にきそぅ人の たのもし 

(昭和二十九年、高松にて) 

池の辺のそ/ろあリ きに 娘ら と 
かたる ゆふべは 楽しかリけり 

(昭和二十九年' 岡山にて) 

山崎に病やしなふ人見れば 
桜の花も美しからず 

(昭和三十年、京都にて) 

日影ぅけてたちかがょひぬ春の雪 
きえし山辺に植袅たる松は 
(昭和三十一年、宮城県黒川郡大衡村) 

たたなづく六甲の山なみ近く見る 
広場につどふ若人のむれ 

(昭和三十二年、.神戸.王子陸上競技場の開会式) 

夢さめし旅寝の味に鳥の声 
きこえて楽し宿の朝あけ 
(昭和三十三年、岐阜の宿にて) 

人の才を集めて成りし水底の 

道にこの世のいやさかゆかむ 
(昭和三十四年、関門国道トンネルを見て) 

暖かく秋田の人に迎へられて 
ここに正し.くきそふ若人 

(昭和三十七 年、秋 田 国民体育大会) 


ほととぎすゆふべききつつこの島に 
いにしへ思へばむねせまりくる 
(昭和四十年、佐渡の宿にて) 

春たけて空はれわたる三瓶山 

もろひとともに®う A にナり 

(昭和四十■六 年、 鳥根•広^両県 41 : (催植樹祭) 

まのあたり桜島みゆる秋晴れの 
広場にけふはひとびとつどふ 
(昭和四十七年、鹿児島国民体育大会) 

きのふよリふリいでし雷ははや晴れて 
万国博^会の時はきたリぬ 

アラ又力の空にそびえて白々と 

マッキンレ—の山は雪のかがやく 

説明は不要だろう。前のは大阪で11かれた万国博^ 
会、 後のはご訪欧 途中、 機屮からご览になったマッキ 
ンレー山脈を；詠まれたものである。こうした自然や社 
会の出来ごとをうたい上げられたものの¢1 か、 象徴天 
皇 として ご心境を詠まれたものも ある。 

日日のこのわがゆく道を正さむと 
かくれたる人の声をもとむる 

皇后さまも' 次のようにご自身を詠まれている。ご 
自分に厳しいお二人である" 

いたらざることのみ多き年月を 
送りぬさらに あゆみはじめむ 
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なものはあまリなかつた c 


太平洋喊争がみじめな敗 m におわり、国中焦 ■:!: とな 
ったあの頃、一体だれが现在の繁栄を予想したろう。 

朝はバン、昼はうどんかすいとん、夜は半搗米に麦 
で軽く 一 碗、それがあの頃の陛下のお食事。おかずも 
もっと減らせ、もつと減らせでおききにならないから_ 
お粗末この上もないものになってしまった。 

陛下のパンをまつ白なのにするくらい、なんのこと 
もなかったのたが、ふすまや立かすみたいなものを、 
できるだけ多く混ぜて焼けとおっしゃるものだから、 
i . k しいのて A 名たった倒^のハンも、焦げ茶色のポ 
ソポソ、あわ il 見るかげもなくなった。 

わ il わ iL には進駐^放出とかいうまっ白なのが、月 
r 二度はめぐまれたのに、陛下のは三百六十五日ポソ 
,ホソ。このごろはもう普通のになったが、昭和二十八1 
九年までは明瞭に黒いのだった。 

われわれの铎の弁塞む、大根の輪切りが五つ切れ。 
これが主 t でもあリ、副食でもあった。大根の五つ切 
れは、呑み込むに乎問ひまはいらぬが、ただ、呑み込 
んたあと!:訪れる本格的な^腹感のやるせなさ"ょく 
も辛抱したものだった。 

そういう時期に陛下は、少しでも早く B 本全国をま 
わり、一人でも多くの人に話しかけたいと、地方巡幸 
をおはじめになつた。 

その時のお宿というのがまた、県庁だったり公会堂 
だったり学校だったリで'まともに人がとまれる よう 


今の女子高校.■その頃の高等女学校の教室の板の問 
におやすみになった。われわれもその近くの教室に、 
今でなら宮内庁役官、その頃の宮内大臣、侍従長、侍 
従、侍医、そういう人たち五、六人も板の間に枕をな 
らべた。 

頭は疲れているがからだはそれほどでないから、深 
く眠ることができない。東北の夏の短か夜はあけやす 
い。突如としてエィッという気合。肝をつぶして一奇 
に起きあがった。たったひとりひげをはやして寝てい 
る人。気合をかけたのはまさしくこの男。あまりの寝 
苦しさのためだったろうが、このようなことでむたに 
四時半におこされたわれわれ、もう寢直すわけにはい 
かなかった。「空しい」とはこんなのをいうのだろう- 

二十四年からは大体宿屋やホテルにお泊りになるよ 
うになり、二十八年ごろからは皇后さまもごいつしょ 
ということになって、いくらか「旅」の味がただよう 
ようになってきたとはいうものの、われわれの「旅」 
とはおよそ趣の異ったもの、すべてはむしろ「行事」 
といったほうがよかろう。 

それにしても植樹と国体と、春秋二度の行幸、いず 
れも日本の発展に大きな意味のあるものだし、それだ 
けにこれらのご旅行を、どんなにか楽しみにしていら 
つしやる。 

東京オリンピックに、あれだけの成果をおさめるこ 


とができたのはもとより H 本の底力か物をいったの 
ではあるが' 年々の国民体育大会が、いつも大変な熱 
意を以て行なわれたことが根幹になっていたのはいう 
までもない。 

治山治水は陛下の年来のご悲願。国士緑化による民 
生の安 5 E は最大のご関心事である。第一回の植樹行事 
は' 二十三年に都下の青梅で行なわれたが、この時お 
桢えになった三本の杉苗は、今ではもうふりあおぐほ 
どの大木になった。 

そして植樹行事は、それ以来年々欠かさず行なわれ 
ていて、その間には、見渡すかぎりのカヤ原、山火事 
の名所といわれたところへお植えになったこともある 
そうしたら風の強い H には、 村の青年が手に手にバケ 
ツをさげて見回リにいくようになリ、山火事もあとを 
断ったという。こ、っいうところに陛下のお仕事はある 
というもの。 

大公使を交換している国が戦前は三十三*国だった 
のが、今日ではとうとう百力国近くにまではねあがっ 
た。航空機の発達の関係もあって、これらの国々の元 
首が、総理が、外相が、蔵相が' さらには学者が、財 
界の有力者がというわけで、まさに千客万来。 

新年とかお誕生 n とかにいっぺんにたくさんの外国 
人にお会いになるのを別にして、小さなお部屋の中で 

膝つき合わせての j 時間から二時間のご 会見、 そうい 
うのだけで多い年には三百人、毎日必ず一人というよ 
うな計算になる。精魂を傾けてやっていらっしゃるか 
ら"みんな満足して帰っていくようである。 

戦争がすんだ頃は陛下もまだお若かった。朝八時に 
お宿をお出に なり、 夜十時近くなってまっ暗な夜道を 
お帰りというようなこともあつたが"このごろはさす 
がにそんなことはなくなった。それはしかし陛下がお 
年を召したからでは なく、 それだけ世の中が整ってき 
たためである。 
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東京で も、 朝から晚 まで、 行事でびっしりつまって 
^ i まうよう な日が ある 。そんな時にも「いそがしくて 
かなわない」というようなことは決しておつしやらな 
い。 「きょうは大変たてこんできたよ」とお笑いにな 
つて、むしろ楽しんで いらつしやるようである。 

寒中や酷#の葉 山、 三時間も四時間も、時にはお弁 
当持ちで 五、 六時間 も 海の採集をおつづけになる し、 


天皇さまの対話 


r 本当に、 いつの問にかそん な 時期に なったかと 思 
って…。 何だか恥ずかしい ような^( がしますしかし 
お互い健康で(その日を)迎えられるのは感慨無量で 
す」 

四十八年九月五日、那須御用邸で、天皇陛下は金婚 
式をお迎えになる感想をこんなふうに漏らさ il た。 

「感慨無量」とのお言葉に陛下のお気持ちがこめら 
れ ている"しかし 一方、明治、大正それに 昭和 |ケタ 
生まれの人たち にとっては、 陛下が、記者団の質問に 
お 気軽に答えられる こと そのこと に、 感慨無量だろう 


チチ' ハハは無事か 


終戦まで天皇陛下のお写真を「御真影」と呼び、お 
顔は「龍顔」お声は「玉音」だった。戦前、戦時中、 


那須の山ではかけるょうにして植物•の調査を進めてお 
いでになる。 二、 三年のうちにはまたいくつかの本を 
お出しになるだろう" 

「戦前と戦後と' 陛下はどうお蛮りになりましたか」 
というのは実にしばしば受ける質問で ある。 そういう 
時私はいつでも 「ちつ ともお変リになりません」と答 
える。 诚前、戦後を 71 じて一貫してデモ クラテイツク 


一般国民が陛下のお声を耳にすることは皆無に近かっ 
た。 だが、昭和二十年八 A 十五日 JF . 午' 陛下がお読み 
になった終戦詔書がラジオで流れた。「玉音放送」— 
「…朕ハ時運の趨ク所堪へ雛キヲ堪へ忍ヒ難キヲ忍ヒ 
以テ万世ノ為二太平ヲ開ヵムト欲ス J 。国^が初めて 
聞いた陛下のお声だった。 

そして昭和二十一年二月、神奈川県川崎' 横浜両市 
を皮切りに始められた戦災地視察の全園ご旅行で〃背 
広の天皇，は戰災者、引き揚げ者に声をかけて回られ 
た。「どぅか H 本再建のためにしっかリやってくださ 
い」一生懸命'国民を励まされたが、それまでの四十 
年余、陛下に接する人々が用いる言葉は堅苦しい敬語 
ばかりで、そんな話し方しかご存知なく'庶民との対 
話をどぅ 運んでいいのか戸惑われた。 それに、 もと も 
と器用な 方ではない"「今後" ますます努力してもら 


に 暮らしておいでにな るからである。 

おからだにはなんの故障もない。存分に英気をお養 
いになって、末ながく世のため人のために働いていた 
だかなくてはならない。 

(本稿は「皇室二十年」(共同通信社刊)のために執 
_された ものを、 筆者のご了解を得てここに転載しま 
した。 原文の まま) 


うことを 希望す る」 「チ チ、 ハハは無事でした か」1 
陛下 も 戸惑いながら語りかけられた が、 独特な抑揚で 
言葉をかけられた国民の方も戸惑っ た。 

「ああ"そう」 陛下の 口ぐ せか' 当時すっかり流行 
語になった。だが、そのことを陛下は気にされていた 
ようで「ああ、そう」 はだんだん即かれな くなった。 
「自分は言葉.が下手だから…」と、側近に漏らされた 
こともある。しかし、 素朴な語リかけは相手の胸を打 

った。 

考えながら話されるので、どうしてもぎこちない^ 
話になリがちだが、そんな時ばかりではなかった。昭 
和二十一年 六月、 千葉県姚子市の漁港では、ちょうど 
沖から帰ってきた漁船に大声で「とれたか/ことお聞 
きになった。日焼けした漁師が笑顔で「こんなにとれ 
ました」と、ヵツオのしっぽをぶら下げて、陛下にご 


素朴な言葉にあふれる人間味 

-「ああ、そぅ」 が流行語に- 
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覧に人れた。それだけの対話だが、親しみが こもって 
ぃた。 

栃木県の 精銅 所で労組 幹部が「労働者の 代表として 
自分に握手を賜わ リたい」 と 申し出たことがある。 陛 
下はとつさに 「日本式に やりましょう」と軽く会釈し 
.て進まれた e どうなるかと息をのんでいた則斤一 li 卞ッ 
としたそう だが' 相手を 傷つけない 機転の きいたご応 
対だった。 

「 SF 祖の初めからこのようたつたらなあ」と、 し 
みじみ漏らされたのは、昭和二十一年十月、茗古屋で 
県 / T HiJ を 1JP めた歡迎の m 民で、お車が身動きできな く 
なつた時で ある。 国民に囲まれて うれしそうな 陛下。 
天皇神格化の時代を悔やまれたのだろう。だが、最 io : 


園遊会でいろいろな人に会われるのは陛下のお楽しみである 



は、 地方ご旅行の歓迎 も 形式的に なリ、国民との 触れ 
合いはほとんどない。関係者は「世の中が落ち着いた 
から…」と説明するのだが…。 


い出のマ元帥訪 一 


天皇陛下との記若会見。終戰までは考えられな いこ 
とだったが、戦後は、両陛下にお目にかかって、宮内 
庁詰めの記者がご日常の生活、生物研究などについて 
聞く機会ができた。首相の記若会見などと®が遠って、 
お尋ねするテーマは限られているが、陛下の考え方、 

ご心境を知る貴重なひと時で ある。 

每年夏' 那須御用邸にご滞在時に記新団とお会いに 
なる，^内 E ^ f 会のメンパ I かまず自己紹介するのだ 
か陛下をぐるっと半 I 1 ! 型に囲むように並んだ記者一 
人一人に、顔だけ対されるのでは なく、 体ごと向き直 
って r 1 っん」 とうなず き、 あいさつを受けられる。 

ある年の会見で記者が、会見の口火に と、 病気 だっ 
た池田厚子さん の 全快をお喜びす る あいさつをした時 
のことである。 陛下は、一歩前に踏み出され「その言 
葉 ありがとう。 国民みんなが心配して くれていたが、 
おかげでよくな った」と 大声で、父親と.^^ての感謝を 
述べられた。その態度があまりに もおう れ しそうで、 
簡単な気持ちで申し上げた記者が当惑した ことがある。 

「国民が力を合わせ、戦災復興に励んでくれ たこと 
とマッヵーサー元帥に会ったことが戦後、最も印象深 
い。 あのような東洋思想に精通した人が来てくれたこ 
とは、 m 本に とって 幸福た ったと思う」 I 戰後 ;:: 十 年 
たった昭和四十年 夏、 戦後の思い出をうかがったのに 
対し' 陛下は' このように答えられた。「戰災復興に 
対する国民の努力…」は、予想できたお答えだったが、 
マッカーサ—元帥との会見を挙げられたのは意外だつ 
た。当時発表された夏の略装で腰に手を当てた元帥と 


モーニンダ姿で緊張される陛下の記念写真に象徴され 
るよぅ に、 勝者と pit 者の明暗を分けた出会いと考えら 
れていただけに…。 

昭和四十六年夏の会見では' 皇太子時代のご外遊が 
話題になった。「それまでは，ヵコの鳥々の生活だっ 
たので、あの外遊で初めて自由といぅものを知った。 
外闺での見聞が、それ以後のわたしの考え方に大きな 
影響を与えた。これまでで较も楽しい思い出だった」 
これが陛下のお言葉で ある。 陛下がョ j ロッパから戻 
られた当時、元老西園寺公望らは「わずか六か月の間 
に' 自由主義の危険な思想をいっぱい詰め込んで帰国 
された」と嘆いていたのと対照的で、菲常に興味深い 
それに"ヵゴの烏，といった表現が、あの謹厳な陛下 
の口から巧まず出たのも意外だった。戦前から、な雲 
の b " の生活かお好きでなかったのがよくわかる。 


たてこんできたな：… ■ 


I 御用邸付近もずいぶん開発が進み' 姿を消した植 
物もあると間きますか…。 

『確かにそういう こと も ある。 開発が進む ことは 那 
須の人々の幸福のためだから結櫚な こと だが、できれ 
ば万国博のテ—マのように"進歩と調和，をモットー 
に進められる とよいと 思う。』 

四十八年九月行われた会見での陛下と記者団の一問 

一答の j コマで ある。 

皇居の外での対話は、公式、非公式を問わず神経を 
使われる陛下だが' 皇居で側近の侍従と対される時は、 
かなり 気軽な会話も交わされる そうだ。 

昭和二十五年 ごろから、各新聞、 雑誌 社が、 陛下の 
お歌を新年用の紙面に 出したいと 希望し だした。 この 
旨を侍従が申し上げ ると、 「そう方々から頼まれて は、 
ヒロポンの注射で もしなくて は…」 と 笑われた そうだ e 
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⑱赤坂離宮 



「鉄筋コンク 


f ^卜の小じんまりした建物に住みた 
いものである」—。 天皇陛下は'ご結婚前め皇太子時 
代から、住居についてこんな希望を持っておられた。 

ヨーロッパを旅し、西欧の住居をご m になって、その 
合理的なのと関東大渡災で木造家屋のもろさを痛感さ 
れたからかもしれない。 

だが、お二人の新居' 束宫仮御所になったのは"小 


じんまりした t と 




j 希望と違って0壮な赤坂離宮 


だった。近く迎寶館として使用されるフランスのベル 
サィユ宮殿をモデルにした離宮は、十年の歳月と総 T 
费五百十万円(当時)をかけて明治四十一年十二月に 
完成した。コメー升(約一丄ハ玆)が四銭五厘の時代 
だから"そのデラックスぶりはほぼ見当が つこう。 室 
内装飾は黒田清輝が担当、 紫、 紅色の大理石はィ タリ 
ア、 家具は フランス" そしてじゅうたん は ィギリス か 
ら輸入した石造二層の広壮華麗な建築、内装だが、明 
治天皇は「そんなぜいたくなものは見たくない」 と、 
ついに 一度 も ご覧に ならず、 責任を とって 田中光顕宫 
相が辞職したという裏話が ある。 

戦後、 防空用のお住まい 「お 文庫」が狭くなったの 
で、 石渡宫相が赤坂離宮への転居を進言す ると、 陛下 
は「あそこは 人間の住む ところではない」と| 言の も 
とに 拒否され たそう だ" その 「人の住む ところではな 


当時、作家太宰治らがヒロボンを盛んに打って執筆、 
話題になっていた。 

また、 陛下は政府から送られる書類に署名される お 
fi ; 事が每日のように あるが、 生存者叙 M の前になると 
机の上に書類が積まれ、夕方五時までには終わらず、 


"残業，といぅ こと もたびたび ある。 そんな時陛下は 
「やあ、 たてこんで きたな」 とおつ^ ^ ゃって それで 
も' きちょぅ めんに一枚 一 枚署名され る。 「たてこん 
できたな」といった言葉 も、 あの実直な人柄の陛下だ 
からこ そ、 ユ ー モアたつぷりに 聞こえる。 


ソフトをワシつかみにして無雑作に振られる陛下。 
戦後二十数年、振り続けられても、一向にスマ！卜さ 
が身につかない態度"あの姿同様に陛下のお言葉には、 
いかにも飾り気のないお人柄がにじみ出ている。 

(浜田寛 U 


m 
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い」赤坂離宮に昭和三年 九月、 皇居へ移ら h るまで五 
年近く生活されていた。 

⑱皇居•奥宮殿 

皇居でのお住まいは、表宮殿に連なった奥宮殿の常 
御殿(平屋建て)明治二十一年十月に完成した宮殿の 
ぅち' お住まいの奥宫殿は、ご転居前の昭和二' 三年 
に大部分を洋風に改修した。この宮殿は昭和二十年五 
月 二十 五日、空襲によリ表宮殿と ともに焼失した。 

㊃ お文庫 

米 m 機の本土空襲が激しさを加えた昭和十九年冬、 


北欧の地コペンハ I ゲンで 始まり、 アルプスの氷河 
の水をたたえてゆるやかに流れるラインの ほとりで、 
フィナ！レを 迎えた両陛下のヨ ーロツパご 訪問―^ そ 
れは"遠い画々〃ヨーロ ツバと 日本とのきずなを深め 
るための 親善 訪問で あると 同時に、お 二人にとつて 結 
婚以来初めておそろいで歩かれる海外への旅でも あつ 
た。 〃天皇晴れ々という新語まで生んだ秋空に連日恵 
まれて、両陛下は四十六年九月二十七日から十八 日間、 
各国の人たちにヒュ I マンなお本柄を印象づけながら、 
お疲れの様子もなく生き生きと振る舞われた。 


両陛下の待避される防空用のお住まいがお文庫"吹上 
御苑に出来た建物は「お文庫」などとわざわざ住居で 
ないかのょぅな名称で呼ばれた"空襲の対象になるの 
を避けるためである。地上一階、地下二階の鉄筋コン 
クリ—卜だが' コンクリートの塊みたいで湿気がひど 
く'天井はいつも汗をかいていた。部屋は全部洋式で 
S 本間は！つもない。ただ、一階のホ—ルをはさんで 
右側にある陛下の風呂場は洋式だが、左側、皇后さま 
用は小判型の木製で純日本式だった。 

新しいお住まいを建てる計画は戦後、間もない ころ 
から出ていたが「戦災者、引き揚げ巷の状況を みると、 
いまはその時期ではない」とのお言葉が陛下から返つ 


⑥ モミクチヤ (デンマ—ク) 

最初の訪問国テンマ j クのフ レ I デンスボ ー 離宫で 
両陛下は、ョーロッパのヵメラマンの陽気で荒っぽい 
"大歓迎，にあわれた。画王ご夫妻とおそろいで、バ 
ラが咲き誇る離宮の庭園にお二人が現われると' 百人 
以上のカメラマンが一斉に包囲した。小柄な日本人力 
メラマンがはじき飛ばされるような乱暴な撮影ぶ りに' 
案内役のイングリッド王妃が『花をメチヤメチヤにし 
ないで』と悲鳴をあげたほど。 


てきてつも立ち消えになって いた。 それが ょぅや 
く〃 お許し々 が 出て、昭和三十六年 十二月に完成した 
のが吹 上 御所で ぁる。 

⑱吹上御所 

お文庫と渡り廊下でつながった新住居は' 鉄筋コン 
クリ—卜二階建てで延べ一' 三三0平方^。正面にホ 
1ルが ぁり、 談話室、 書斎、 居間、和室などが並んで、 
二階が寢室。明るいご住居で、赤坂離宮、焼けた宫殿 
に比べるとうん と小さく、 陛下 も 念願の〃鉄筋 コンク 
リートの小じんまりした住まい，に落ち着かれたわけ 
である。 



人魚の像をご覧の両陛下 

( n ペンハ—ゲン•昭和四十六年九月) 






















陛下にとっては、庶民の間で もみくちゃに されたの 
は敗戦直後の地方ご旅行以来のこと。どこへ行かれて 
も〃 人間天皇"への歓迎の人波の中で、陛下のソフト 
が右に左に揺れていたあのころを思い出されたのか、 
陛下は かえっ て 生き生きした 表情で スタスタ歩き回ら 
れていた。 

⑱"あがり屋"陛下(ベルギ I ) 

天皇陛下は ちょっぴり〃 あがり屋さん" で、 それが 
訪問され る 国々でかえって回りの 人々の ほほえみを誘 
っていた。アン トワー プ市庁舎を訪問されて おきまり 
の 署名のと きのこと。 陛下はまず内ポケットからも 
ぞもぞと 万年筆を出された。この万年筆のキャップは 
さし 込み式な のに、 陛下はそれをねじってあけよぅと 
された から、インク 入リの力—トリツジが飛び出して 
しまつた。一!1# あわててネジを もとに 戻された が、 記 
帳簿を押えていた女性は、間がもてなくて ソワソワ" 
署名は無事終わった が、 陛下はキャップをはめた万年 


筆をまたもやねじられ 
スクスと笑いが漏れた 


人 


いた外人記者からク 


® CINQ を三個(フランス) 

バリでの二日 目、 フォンテ—ヌブロ —からの帰りに 
エスカルゴ(カタツムリ)を食べられた。レストラン 
の主人は記念にカタツムリの殼をお持ち帰り願おぅと 
r 幾つお包みし ましょぅ か」 と 尋ねた ところ、 陛下は 
言下に「サンク」。侍従が「三個ですか」と念を押す 
とこれ が CINQ 、 つまリフランス語で五個の こと。 
陛下の当意即妙のユーモアに一同大笑い。 

⑱デツキからピ ョンと (イギリス) 

英国は天皇陛下にとって' いわば青春の思い出の地„ 
ガト ウィック 空港から特別列車『グレーハウン ド 号』 


でビクトリア駅へ到着された陛下は' この日を待ちか 
ねたよぅに列車のデッキからぴょこんと駅のホームに 
飛び降りられた。デッキの高さは五十 r もあつたろぅ 
か。 踏みはずされたのかと、一_ハッとしたほどだつ 
た。 そんなうれしそうな天皇陛下を、この駅頭で五十 
年前、 皇太子時代の陛下を迎えた ジヨージ 五世のお孫 
さんに当たるエリザベス女王が、にこやかに握手で迎 
えられた。 



P ンドンの動物園で初めてパンダをご覧になる 


⑯うずいた古傷(オランダ) 

対日感情が最も厳しいといわれたオランダでは' 初 


日から両陛下の車にびんを投げる事件やら、戦争中の 
日本軍の捕虜虐待への抗議デモがあったが：両陛下は 
落ち着いた態度で親善の旅を続けられた。お車のフロ 
ントガラスに ヒビ がはいった不祥事に 対し、 オランダ 
政府の陳謝が伝ぇられたときも、陛下は「ああ、そぅ」 
とおっしゃっただけ。一方、 過去の古傷を越ぇて、新 
しい 親善への勢力を身を もっ て示されたオランダ*ユ 
リアナ 女王の態度も、印象的だった。 

® 軽装でおくつろぎ(スイス) 

レマン湖を見下ろすゆるやかなスローフが広がる綠 
の牧場、収穫期を迎えたブドウ畑と赤いカェデの林に、 


秋の日ざしがこぼれる。非公式の訪問国だけに陛下も 


ぐつ とく だけて、ツイードの背広にエンジ色のネクタ 
イ。パリのホテルで、自分で選ばれたというネクタイ 
を見せて、随員に「どう だ、 どう だ」 と盛んに自慢 さ 

れてい た。 


ローザンヌ付近のガンボ—^の7トウ園 




j こでネ 


長から 「ブ ドウを 一房 お取りください」 とすすめら 


t 


た皇后 さまが、 偶然ブドウの木の陰に小鳥の巣を見つ 
けられた。 「かわいそう だから」 皇后 さまはそつとそ 
の木を離れ別の木の房を取られた。 

#赤いバラの花束(ドイツ) 


西ドイツでの 旅は、 終始熱狂的な歓迎攻めだった。 
ケルン市では、大聖堂の前で大群衆の中から一人の坊 
やがチョコチョコと出て きた。 四歳のドイツ人坊や 卜 
二丨•ワイン ガルテンち ゃん。ちょっ びりはにかみな 
がら、皇后さまに赤いバラの花束を差し出す"「これ 
はよいものを…」 と 皇后さまが握手され た。 続いて陛 
下にも小さな手を握られた トニ— ちゃん「ぼくカイザ 
I に 会いたかつただけなん だ I 
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デンマ j ク( 46* 9 


_ 


) 


長さんを先頭に日の丸の旗を振り' まるで〃村祭り" 
のよぅな陽気なふん囲気でお二人を歓迎した。 

フランス(10* 2丨4 ) 

両陛下にとってフランスの旅程は、ご静養を加味し 
たものだった。だからというわけでもない が、 パリは 
いつもの素顧のまま両陛下を迎えた..両陛下もむしろ 
そうした靜けさを喜んでおられたよう だ。 秋晴れのモ 


オランダ f 


* 8 


9 


) 


じ 

V 


回リのお立ち寄リ先アラス々のアンカレツジ ンマルトルやシテ' そして 翌日は フォンテ—ヌブ ロ — 


でニクソン米国大統領夫泰の歓迎を受けられた両陛下 
は、最初の訪問国デンマ—クのコペンハ—ゲンへ。ア 
ンデルセンの童話で^高い「人魚の像」ハムレットの 
3説を伝えるクロンボ—城' 陶磁器試験場などを訪問 
された。歓迎の主役は小学生と幼稚園児。どこまでも 
級く酷農王国デンマークの緑の牧草地带のなごやかな 
ながめで、空の長旅のお疲れもすつかりいやされたご 


とバルビゾン で、 美しい紅葉の森に そそぐ 柔らかい 日 
差しを楽しんでおられた。 


英国( 10 


7) 


ご訪問の先々で 「HIROHITO Go 」 の抗議 
のプラヵ—ドがおて人を迎えた。防弾ガラスの 自動車 
の フロントに、 ビンが投げつけられた。第二次大戦中 
Mi 南アジアで日本軍と交戦したことのあるグルーブが 
運動の中心だったが' こうした動きに対し両陛下は終 
始悠然としておられた。真の親善とは、こうした厳し 
い现実を乘リ越えて初めて萸現するものだろう し、 両 
陛下にとっても' 一度はたどらねばならぬ道かもしれ 
なかった。 

スイス ( 10 . I 0) 

静かで、心暖まる歓迎——^それが山国スイスだった。 


英国民はお二人のご旅行を単なる々センチメンタル レマン湖のほとりをドライブする両陛下の車に向か 
ジヤ i 丁々 とは 受け とらなかつた。 日本の過去と今 て、 村の窓という窓から旗が、手が振られた。。口 


様子だ 


ベルギ I ( 


9 

2 


〇 

1 ; 


後の日英関係に対する問い かけが、 両陛下の訪英を機 
会に I 挙に表面化したともいえる。天皇陛下がロンド 
ンの王立植物園で記念 植樹され た杉の若木が、翌日切 
リ倒 され、 濃塩酸 y I ダを地面にぶちまけ、根を tt ら 


最初の公式訪問 ill だけに歓迎ぶりは非常に暖かだつ せるという事牛も 起きた。 


ザンヌのホテル-ボリバ—ジユのロビ—にお二人がお 
出でになる と、 それまで座つて話をしていた人たちが ( 
そろって起立して敬意を表わして くれた。 それが済む 
とまた座って何亊もなかったかのように静かにおしや 
ベリを始めた。ああいう自然さがうれしいですね』宮 


プリ 


セル、 アン トワ 


V 、 
フ 


シャルルロワの三 


だが、両階下の親善訪問の真意は t 少しずつ英国民 内庁の宇佐美長官がこぅ語ってい 


〇 


H をこ訪問，火皇 l ^ T はへルギ王ご夫妻主 M の夕 の間に伝わっていったょぅだ。当初ま fe 
食会で「この半世紀は私自身にとっても苦難と試練の 令たかった ロンドンの 大衆 m も、 


人に対して 


時代だつ 
を呼んだ 


と人間味あふれるスピ—チをされて話® 


■ JJ -> つもニコニコと^ K 顔で人々に接す 

る皇后さまは、当地の新聞で「天使の微笑」とほめそ 
やされ た。 

アン トワ ー プ のノートル ダム大寺院ではパイプオル 
ガンが「さくら さくら」 をかなでて歓迎の意を表した 
ナポレオンの古戦場ワーテル ローでも、 付近の三つの 
町の小学校は"天皇休校，，。約千人の子どもたちが町 


'次第に論調を蛮え、 

「未来に目を向け' 過去の汚点をぬぐいとる時期が来 
たのではないか」「おかしなことが起きた"植物園で三 
百人余リの群衆が、天皇に拍手を送った」と好意的、 
あるいは事実をありのままに伝える報道をするように 
なつた。そんな中で、ビルマ戦線で H 本軍と戦つた英 
軍総司令官マウントバッテン泊が、両陛下を表敬訪問 


西ドイツ ( 


〇 


* 


13 ) 


特別機を戦闘機が護衛したのはこの国だけ。第二次 
大戦の同盟国の記憶が残る西ドイツはどこへ行っても 
「カイザ—、カイザ—」と大騷 ぎ。 新聞、雑誌 もき わ 
めて好意的で、通常は夕方から放送にはいるドイツの 
テレビは' 両陛下のご到着の さいは、 特別に朝から中 
継放送をした。両岸に古城の M くライン川では、ロー 


六 


J とは、かつての交戦国の民衆との"和解 i が深 レライの岩の頂にだれが掲げたのか、大きな日の丸が 


まる 兆しと して 受け とられていた。 


なびき、 両陛下は何度も何度も手を振られて いた。 












































® 無とん着 

天皇陛下の眼鏡は、陛下の眼に きちんと 合っていな 
いのではないか^^そんな疑問を初めて持ったのは四 
十六年九月七日、両陛下がご訪欧を前に、伊勢神宮に 
参拝され たと きだから、 もう 二年以上 も 前の ことにな 
る。朝から雨もよいの空だった が、ちょうど 参拝の始 
まるころからポツリポツリ とやってきて、 i'JU 陛下 が 内 
宮に到着され たときは 土砂降りだっ た。 

拝殿への道は自然石を使った石段である。ぬれて滑 
りやすくなリ、ツルツルに光った石段を、参拝を終え 
た天皇陛下が一歩一歩慎重に' 足場を探るようにして 
降りられる。 何とも危なっ かしく、 見ている私は、陛 
下が長い石段を無事降り終えるまでハラハラし通 L だ 
った。帰京するとさっそくある宮内庁幹部の部屋を訪 
ね「あんな危ないことはもうやめて、ご代拝にでもな 
さったらどうか」と進言したものである。 

何十年も陛下に仕えたその 人は、しかし、 落ち着き 
はらったものだっ た。 「何しろそういうことには至っ 
て無とん着な方なんですから…。陛下は近い所を見る 
服鏡と遠い所を見る眼鏡の二種類をお持ちだが、時々 
それを取り違えてかけておられる。今度もそうだった 
んじゃないんです か。 しかもその両方ともキチンと合 
つていないのに、変えようともなさらないんですよ J 

私はいささか あきれ、 これから ヨーロツ ハの長旅が 
始まるというのにどうなることかと案じたものだが、 


それは無用の心配だった。澄みきった秋空、 黄葉した 
ブナやプラタナス、美しい ョーロッ パの秋の中で繰り 
広げられた親善訪問*^終始晴れやかな笑顔を絶やさ 
ず、 皇室外交の大役を果たして帰国され た。 

四十八年秋の天皇陛下は' いつもの年に比べてお疲 
れが目立ったょうにみ えた。 なんでも夏の那須御用邸 
での植物観察の散歩か少^3過ぎたょうで ある。 多い 日 
は盛夏の山道を三〜四時間も歩かれた という。 だれで 
も夏の疲れは秋口になって 出る。 同年 十月 十二日から 
千葉県下で開かれた秋季国民体育大会へぉ岀かけの際 
は、 とりわけ精彩がなかった。銚子市の卓球会場では 
しきりに体を動かして、果ては大あくびをされた。狭 
い体育館の中に十幾つもの卓球台がしつらえられ' 小 
さな白いボ—ルが四方八方に飛び交うのを観戦するの 
は確かに神経にこたえる。選手たちの激しい動きと陛 
下の顔を見比べながら「やっぱり眼鏡が合っていない 
んだ J と思つ た。 

0簡素なご生活 

衣食住に関しては無欲で あり、 不平を申されないの 
が皇室の〃家風〃である。両陛下のコック長を五十八 
年も勤めて四十七年に勇退した秋山徳蔵宮内庁元主厨 
長は、在任中、陛下からあれが食べたいこれはイヤだ‘ 
といった注文を受けたことは' ただの一回もなかつた 
と逋懷 している。 


陛下の生物学御研究所を見学したことがあるが、勉 
強机はおそらく青年時代からなじんでおられるであろ 
う木製てあった。それに古びた回転いすキチンと卽 
ったチビた鉛筆に竹製の定規、おまけにインクつぼは 
昔懐かしいスポイトせんのアテナインクのカラスビン 
を使用されていたのには仰天した。 

その点は皇后さまも同様で、新調のスーツなどめっ 
たにお見かけしたことは なく、 ヨーロツバご訪問の 時、 
用意された服を大事に順ぐりに愛用して おられる。 国 
の体面にかかわる場合は別にして' 私的な面では、い 
たって簡素な生活で ある。 石油危機でにわかに声高に 
叫ばれている節約令などは、両陛下には"何やらに説 
法"のたぐいであろう。 

しかし脳や神経、それに思考機能などに直接かかわ 
る眼の保護となれば、話は別であるはずだ。千葉国体 
から帰京してもう一度陛下の眼鏡の話をむし返してみ 
た。 そしてもう一度び つくりした。 

㊃ 旧式な検眼設備 

昨今、一流の眼鏡店では、7ラクト•メ —夕—で度 
数を 測り、 次いでスキヤスコ—プで屈折異常を割り出 
し、 総合して合っ た レンズを選び出す。 さらに ビジ ョ 
ン.テスターに映る文字や記号を見てレンズの掛け心 
地を調べ、最終的な眼鏡を決めることになる。 

ところが、 宮内庁病院の眼科には こうした" 近代兵 
器〃が用意されていない。 昔、小、 中学校の身体検査 
に登場していた「こなる—：」の順で並んたテスター 
があるだけ。当然陛下も 一 時代前の検眼システムに従 
って自分の眼鏡を/^王観的" に 選択しておられる こと 
になる。 そんな旧式なやり方では、正確な眼鏡をかけ 
られるわけがない。だれか陛下に対してそのことを指 
摘した人があるのかと聞いて みた。 侍従さんの答えは 



















ないんです よ」 

® 多忙なご日常 

即位されて以来、すでに半世紀近い歳月が流れた。 
激動の昭和と一 □ に言ぅが、最長の天皇在位記録を更 
新された陛下が' この長い期間に確立されてきた原則 
なのだと聞けば、眼鏡を新しいのに取り換えなさいと 
医者以外の者が進言しても、なかなか実現しないのが 
当然なのかも知れない。 

だが、この数年間だけ取り上げて みても、 陛下の公 
務は相当なハードスケジュ I ルであった。いわゆる国 
事 行為 や内外賓客との接遇などを 別にしても、 万国 博 
覧会や札幌オリンピックなど国家単位のメーンェベン 


こうだった。「申し上げたことは何度もあります。し 
かし陛下はああいう方ですから、専門家以外の者が言 
ってもお聞きにならない。"遠い所を見るには望遠鏡 
があるし、細かいものを見るにはルーぺ(拡大鏡)が 
あるから少しも構わない"と、こうおつしやるんです」 

⑩けじめには厳しく 

専門家以外の者が言ってもなかなかお取り上げにな 
らな い、という ことは、天皇を 理解す るうえでかなり 
重要なポィント である。 陛下の健康管理の貴 任 者は侍 
医で ある。 だが保健法や体調の整え方に ついては、 様 
1 i な意見が ある ものだ。健康上の問題に ついて、 医者 
以外の者の 言うことをいちいち 取り上げて いれば、 侍 
医の立場は なくなってし まう。 

戦^一刖のある時期の こと、 陛下は外交問題に関する疑 
問が生ずる と、 必ず時の内大臣湯浅倉平氏を呼んでた 
だされた。内務畑を歩んできた湯浅さんは、外交に関 
しては もとよ リ素人だった。 一方、当時の宮 内大臣は 
松平恒雄さん。駐英大使も務めたことがある外交畑の 
ベテラン だが、こつちには 何の御下問 もない。 四十年 


『足でかせぐ」という表現が ある。 骨身を 惜しまず、 
こつこつと努力を積み重ねることだが' 海洋生物と山 


近く も 陛下に仕えてきた入江相政侍従長は、 そのころ 
を回想して「ケジメをきちんとつけるご性格だからで 
しょぅ。内大臣はいわば天皇の政治顧問ですから' 湯 
浅さんにはいろいろ質問され る。 しかし、松平さんは 
かつては外交の専門家だが、当時は宫内雀の最高責任 
者で' 外交の当事者ではないからお聞きにならない。 
こういう陛下の態度は、何十年この方全然変わってい 


野の植物を対象とする天皇陛下の学問は' 正しく陛下 
ご自身が"足でかせいで4こられた学問だと言ったら 


卜 や欧州ご訪問などの大事業、それに年に二回は必ず 
植樹祭と秋季国民体育大会を機会に行われる地方ご旅 
行…。このへんで一息入れて' 眼鏡もきちんと度の合 
つたものを新調され、皇后さまとお1:人で、須崎や那 
須御用邸の小道をゆっくり散歩していただきたい、と 
望むのは私一人ではないだろう。 

(川上徹=共同通信社会部記者.宫内宁担当) 


失礼に当たるだろぅ か。 たとえば、陛下が他の学者と 
共同研究でまとめられた「那須の植物誌」に中の「ミ 
ヤマザ クラ」の 頂は次のよぅに 記され、 陛下の地道な 
努力をよく示している。 

産地卩黒尾谷岳、三斗小屋、沼原.麦飯坂間。花 H 
5月21日(っぽみ) 6月9〜12日に花があった。果実 
= 7月29日、8月22日に果実があった。備考 M 那須地 
方では、沼原-麦飯坂間に多く、胸高直淫約 45 cm の大 
木もある。 
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陛下の『自然 J への愛着は、深くて持続的で あり、 
陛下の学問上の業績は、何十年にもわたって繰り返さ 
れてきた自然との〃対話〃から生まれてきたもの だ。 
新しい横物や海洋生物を求めて、もう何回' 何十回と 
通ったことのある溪問の小道や湿原' それに葉山の沖 
に出かけ、いつも新しい気持ちで採集、観察され る。 

「私は小さいころから使香保でチヨウを取ったり、 

葉山の海で貝を採集するのが M ょり楽しみでした。"三 
つ子の魂 R まで" というのでしょう」と以 ^ 記者団 
語られた ことがある。 そんな陛下を本格的な生物学の 
世界にいざなったのが、学習院中等科時代、高輪御所 
内の御学問所(総裁、東郷平八郞海軍元帥)で博物学 
を担当した故服部広太郎理博だった。 

もともと好きな道 • ^ ^ しかも服部博士と いう 良き指 
導^を^ て、 陛下の生物学研究はめきめき上 ii した。 
十七歳の_"早くも靳^発見の第一5/を記録されてい 
る。 沼^御用邸であらしのあった翌朝早く'波打際で 
貝や海藻を採集しておられる と、 蛮わつたエビがとれ 
た。 参考害で調べたが、該当するものがなく'.専門家 
の寺尾新博士に鑑定を依頼されたと ころ、 深海に住む 
エビ でいままで 紹介されたことのない新秫とわかった' 
同博士は大正九 年、 このエビに"シンパシフ X ア * ィ 
ンぺリアリス/という 学名をつけ Z 3 本^ v を， シヨ ウ 
ジョウ エビ，と名づけて学界に発表した。 

ある意味で、天皇に私生活などないというのか 
この時代であった。だが、海辺で生物を 探し、 生物学 
御研究所で顕微鏡をのぞく時間 こそ、 このころの陛下 
が自分自身を取 リー 民され る ひとときであったに違いな 
い。昭和二年、軍艦「香取」で小笠原諸島のご視1 祭中 
の陛下と、恩師服部博士の，，師弟，の姿を甘露寺受長 
元侍従次長は次のように書き残している。 

r あくる 朝、お召し艦は父島を離れて母島へ向かつ 


た。 陛下は内火艇(モ I 夕 1ボート)で近くの無人島 
へご上陸になった。そこでしばらく採集をされてから、 
海岸の砂の上に服部博士と腰を下ろされ、何か話を始 
められた。もちろん生物学上のお話だったろうが、そ 
れからそれへ と 深入りしていられるらしく、陛下 も、 
博士も' 手すさびに砂を掘られながら、いつまでもい 
つまで も、 むつまじ そうに話し込んでおられるのだっ 
た』 

"軍国 B 本時代，国策と無縁な生物学に打ちこまれ 
る 陛下の姿は' 軍部にとって面白かろうはずがない" 
同じ小笠原では、陛下一行が採集したナマコやヒトデ 
が積み上げられた艇を見た若“海軍士官が「こんなも 
のを 乘 せる艇じゃないぞ」と聞こえよがしに大声をあ 
げた話も伝わって いる。 大元帥た る 方は学問する暇が 
あったら眾務にご精励を願え^^そうした声の 高まり 
の中で陛下は、 一 週間に：度、土 11 の午後に生物学御 
研究所へ行かれるのも大変なご遠慮で「これから研究 
所に 行くが、 用はないか」「何かあったらいつでも知 
らせて ほしい」 と念を押された という。 そして太平洋 
戦争中は、ほとんど研究所へはおいでにならなかった_ 

戦後' 再び公務の暇をみては海洋生物の分類学に取 
リ M まれる日々が訪れた。ご静養先の那須御用邸を中 
心に、高原の植物記録をまとめ始められたのもこの 
時期に当たる。そして今では陛下自身による著者は三 
册を数え、他の学者との共同研究三册、陛下が採集さ 
れた資料をもとに他の学新がまとめた図譜は七册にも 

及んで いる。 七十二歳の陛下の自然に対する情熱は、 
今も若々 しい。 四十七年の九月の こと、 那須御用邸で 
記者団から「ことしの 夏は、 何か新しい収稷がありま 
した か」ときかれた陛下は、楽しそうな表情でこう答 
えられた。 

『新しく見つけたのはランの一種であるヒトツブク 


D など四種類です。特にヒトツブクロはこれまで何回 
も調べ、まさかあるとは思わなかったところで見つけ 
たので大蛮うれしかった J 

自然の新しい素顔に触れるたびに' 新鮮な喜びと驚 
きを示される陛下。だが' 研究の成果については「研 
究というのは一生続けるものですから…」と、一学徒 
として、 あくまでも 謙^ である。 

■生物学御研究所編書籍 

▽天皇陛下のご著書 

日本産一新属一新種の記載をともなうヵゴメゥミヒ 

ドラ科 Clathrozonidae のヒドロ虫類の検討 42. 2 
-15保育社 

天草諸島のヒドロ虫類44 * 9 . 30保育社 
カコ メウミヒドラ clathroson wilsoni Spencer 
に関する追補 46 . 9 . 26 保育社 
▽陛下が他の学者との共同研究の結果—とめられたもの 
那須の...植物37. 4 .29三省堂 
同追補 38 * 8 三省堂 
那須の植物誌47. 3,1保育社 
▽陛下が採集された资料をもとに他の学者がまとめたもの 
相模湾産後鰓類図譜大阪学芸大馬場菊太郞教授解 
説24- 9 .25岩波書店 
同補遺30. 4 .29解説同右岩波書店 
相模湾産海鞘類図譜京大時岡隆教授 28 . 6 . 30 
岩波書店 

増訂那須産変形菌類図説理学博士服部広太郎 39 

• 10 , 30 三省堂 

相模湾産蟹類横浜国大酒井恒教授 40 *4. 29 丸善 

相模湾産ヒドロ珊瑚類おょび石珊瑚類東北大江口 
元起教授 43. 4 .29 丸善 

相模湾産貝類黑田徳 米、 波部忠重' 大山桂 46 - 
9 *27 丸^ 























乗馬は陛下お得意のひとつ 


「スケ—卜以外はなんでもやった か、 広くやっただ 
けで、一つもものになったものはない ね」 

天皇陛下は、こんなにおっしゃって、声をたてて笑 
われた'‘...昭和二十二年五月三日、宫内記者会のメンバ 
1が皇居でお会いした時で ある。 記者団から、どんな 
運動をしていらっしゃるかをぅかがつたのに対するお 
答えだが、お若い ころは、 なかなかの ス ポ—ッマンだ 
った。 

皇太子時代の外遊で、初めてゴルフをご E になられ、 
ご帰国の翌年である大正十一年 四月、 英国の ウ ル 
ズ親王と一緒に駒沢ゴルフ場でプレ—された。最初は 
なかなか球に当たらず'"空振り〃もあったようだが、 

赤坂離宮、新宿御苑、吹上御所や那須御用邸にも 9 ホ 


I ルのコースをつくって楽しまれた。ご結婚 後、 皇后 
さまも^められなかなかお [■ 手た ったといぅ。 _ ) か 
し' 昭和十二年六月、 H 中戰争が始まる前月、陛下は 
「人 乎が不足しているので、 n 丨スの 芝の手入れはし 
ないように」と 侍従におつし やつた。 それ 以後、クラ 
ブを握られた ことはない。 


テニスに興ぜられるご I 家(昭和 一 一 十六年) 



テニスもお好きだったスポ—ツの j つ。 皇后 さまと 
ネットをはさんで打ち合われる姿は、ご結婚直後から 
よく見かけたし' 戦後も、皇太子さまを相手によくプ 
レーさ il ていた。 

スキー は、 やは リ 皇太子時代に始められ、赤坂御苑 
の小高い丘で滑っておられた。雪が降る庭を窓越しに 
ご E になっては「きょぅはできるかね」 と、 侍従に話 
しかけて 、さっそくスキ— 用具を取リ出された そうだ。 

水泳は学習院初等科時代から小堀流の 泳法を習われ、 

術も七歳から始められ"オリンピックに出場した遊 
佐中佐が指導したこともあリ、障害 M 越もお捋意だつ 




たか陛下と X ポ I ツといえば' なんといつても ffl 
撲。初等科のころから押し相撲が得意で、いまも大相 
撲で押し相撲に徹した力':1:がお好きなよぅ だ。 テレビ 
番組でも欠かさずご^になるのが大相撲の実況中継だ 
が"中入り 後、 相当取り組みが進んでからでないと ス 
イツ チを入れられない。 「まだ、 国民が働いている時 

W なのに¥く力ら^日楽しんでは…」というご遠慮か 
らだと ハう。 


一度、初等科のころ、本場所を国技館でご m になっ 
たことが あるが、 終戦までは皇居などに力士を呼んで 
の〃 天 m 相撲〃を見ておられた" しかし、 昭和三十年 
五月、蔵前の国技館へ行かれてからはほとんど毎年、 
夏場所は一日だけご m になる。館内を埋めた観衆のど 
ょめきの中で、陛下は実に楽しそぅで、ぐっと休を栗 
り 出しての観戦ぶ リである。 ょほど相摈の観戦が お 好 
きなのだろぅ。 

ひさしくも 見ざり し 相撲 ひとびとと 
手をたたきつつ見るが楽しき 

戦後、 初めて国技館でご^ になったあと、この一首 
をお詠みになって いる。 




































皇后さまと絵 


「桃苑」 という 雅号を持っておられる皇后さまの日 
本 画は、 四十八年秋に古希をお祝いして東京•上野の_ 
B 本芸術院会館で開かれた「皇后さまの絵と書展」を 
機会に' すつかり有名になつてしまつた。皇后さまの 
画風は「素人ら しい おおらかさが良い」 と 専門家の間 
でも 好評。 作品の中に「初夏」 という 題のタケノコを 
扱った小品があるが、皇后さまはこれを描き上げられ 
たと き、 タケノコの根の部分を暗い紅色をあしらって 
縁取りをされて いる。 その着想に感心したお師匠さん 
の前田青邨圆伯「なるほど面白いやり方だ」と自分で 
もやつ てみたが、 どうも思うよう にいかず、 とうとう 
々 ンシヤ クを越こして しまつた、という エピソ I ドも 
ある。 

あまり 凝った題材はお取り上げに ならない。 葉山や 
那須、 さらに最近では須崎など"御用邸の周辺で見聞 
された 自然が 皇后さまの画材には 多い。 温室で 栽培 さ 
れる 観葉植物 などは あまり 好まれず、その土地に自然 
に生育する植物に強い興味を示される天皇陛下の趣味 
にどこか相通じるものがある。 

皇后さまの絵の修業が始まったのは高取熊夫に師事 
した十七歳の時。しかしすぐ中断され' その後二十年 
にわたって再開されなかった事実は意外に知られてい 
ない。 昨舂、古希を迎えられたとき「それにつけても 



戦争から戦後にかけて陛下のご心痛の有様を拝見して 
いるとき ほど 辛いことはありませんでした」と述懐 さ 
れている。日 赤名誉総裁として戦病者、負傷者を見舞 


ったリ、戦局の進展につれて心身ともに疲労しきった 
天皇陛下の アシスタント としての厳しい毎日.が、皇后 
さまに好きな絵筆をとることを許さ^-かった。故) II 合 
玉堂に師事、絵を手がけられたのは、戦後しばらくた 
つてからだっ た。 

皇后さまの近作の多くは、夫婦そろって健康に暮ら 
しておられる 日常を反映して か、 明るく穩やかな光に 
包まれた ものが多い。 展^会を見た ある人が 「幸せな 
家庭を営んでいる人の絵だな」と評したものだ。 

毎年秋に宮内庁では皇后さまをはじめ浩宫、礼宮さ 
まら皇族の美術作品が、一般職員の作品とともに出品 
される「文化祭」が開かれているが' 皇后さまの日本 
画は、 每年職員たちの人気の 的になる。ここ 二、三年 
の間で一番力作 だと 評判になった のは、 ベルギ—の復 
活祭の舞踊「ジル」の踊り子をかたどった人形を写生 
したものだった。四十六年 秋、 天皇陛下とベルギー南 
部のシャルルロワ市を訪問されたと き、 市民たちの踊 
る 「ジル」をご覧になつた あと、 娘さんからプレゼン 
卜され た懐しい人形だった。 

あどけない人形の表情を M やかな色のハ ー モニ—の 
中に浮き上がらせたその絵の題は、天皇陛下と初めて 
過ごされた海外の旅をいつくしむょぅに「旅の思い出」 
とつけられ てあつた。 • 
















































































f 








お 4^0 かしか.パンタロンまで 




宮中服を召された皇后さま 


皇后 さまのお 写真を見て いると、 その時代々々の流 
行がうかがえるだけでなく'皇室の姿を反映して いる 


よう 


芯え て、 なかなか興味深い 


0 


い rr 


g 婚 当日は、 美智子妃のご正裝同様、神前では五 
衣、唐衣、裳の装束に髮はおすべらかし、そして洋装 
はローブ ニ アコ ル テ。 太平洋戦争中は、洋服と宮中服 


下がご相談の結果、古い着物を仕立て直して作られた 
ものだった。 

終戦後もし ばらく の 間は、 この宮中 服と 和服で 通さ 
れ た。 「資源が乏しくなつているので' 大切に して古 
い 洋服を作り替えて います。 宮中服 だと 一反ででき ま 
す。 それに少し派手になったもので も、 宮中服に仕立 


答えられ ている。 皇室に とって 戦後最初の ご 婚儀は、 
二十五年五月に挙げられた第三 皇女、 孝宫和 子 さまと 
鹰司平通氏の結婚式だが、この時の皇后さまは、やは 
り宫中服だった" 

和服を着られるょうになったのは二十七年、日本が 
独立した年からで ある。 陛下が「一般国民はもう平服 
になっている。良宫たけか戰時服ではいけない。和服 
でおかしいというのでなかったら、それを考えてはど 
うか」 といわれた。このお言葉がきっかけで、皇后さ 
まが初めて和服を着られたが、公式には二十七年三月 
二十七 H 、 連合軍敢高司令官〇ッジゥュィ大将夫妻を皇 
居に招かれたときである。藤ネズミ色に地紋は立 浦、 
菊の三つ紋付き。国民が直接見たのは翌二十八年一月 
の一般参賀である。初め皇后さまは洋服を予定されて 
いたが、陛下のおすすめで和服にされた。その時の金 
茶鳩模様の着物に濃紺地に白丸菊模様の带の和服はょ 
くお似合いだった。 

その後、日本画を描かれる皇后さまは、自分で着物 
の模様をデザインされ たこともあるが、 こんなェピソ 
1ド も ある。 あるとき 鳩を下絵に 描力れたと ころ 
，空を飛ぶ時、鳥の足はそんな格好をしてないよ」と 


で、 和服を着られたことはなかった。宮中 服は， モン て 直せば、ちようどよいのでそう しています」。 昭和"科学天皇"が指摘されたそうである 


似た スソの長い" 戦時服〃 で、 皇后 さまや 各妃 !{: 


二十二年六月、{呂内記者団の質問に，皇后 さまは、こぅ 
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日本国憲法(抜粋) 


第一章天皇 


第一条 C 天皇の地位•国民主権〕 

天皇は、日本国の象徴であ〇日本国民統合の象徴であっ 
て、この地位は、主権の存する日本国民の総1:に 基く。 
第二条〔皇位の継承〕 

皇位は、世襲のものであって、国家の議決した皇室典範 
の定めるところにょリ、これを継承する® 

第三条〔天皇の国事行為に対する内閣の助言と承認〕 
天皇の国事行為に関するすべての行為には' 内閣の助言 
と承認を必要とし' 内閣が，その責 ft を負 ふ。 


大日本帝国憲法(抜粋) 


第〖車天皇 

第 I 条大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之ヲ統治ス 
第二条皇位ハ皇室典範ノ定ムル所二依リ皇男子孫之ヲ継 
承 X 

第三条天皇ハ神聖ニシテ浸スへカラス 

第四条天皇ハ [1 ノ元首ニシテ統治権ヲ総攒シ此ノ憲法ノ 

条規二依り之ヲ行フ 

第五条天皇ハ帝国議会ノ協赞ヲ以テ立法権ヲ行フ 


第四条〔天皇の権能の限界、天皇の国事行為の委任〕 

① 一大皇 r ± この憲法の定める国事に閧する行為のみを行 
ひ、 国政に関する^^を 有しない。 

② 天皇は、 法律の定めるところにょり、その国事に関す 
る 行為を委任す ることができる。 

第五条〔摂政〕 

皇室典範の定める ところに ょり摂政を置く ときは、 摂政 
は 天皇の^!で その 国事に関する行為を行 ふ。 この場合に 
は、 前条第一項の規定を準用す る。 

第^条〔天皇の任命権〕 

① 天皇は、国会の指名に基いて、内閣総理大臣を任命す 
る。 

② 天皇は' 内閣の指名に基いて、 M 高裁判所の長たる裁 
判官を任命す る。 

第七条〔天皇の国事行為〕 


〇 


天皇は、内閣の助言と承認に ょり， 国民の ために、 左の 
国事に関する行為を行 ふ。 

一憲法改正、 法律、 政令及び条約を公布す る こと 
二 国会を召集する こと。 

三衆議院を解散する こと。 

四 国会議員の総選挙の施行を公布す ること。 

五国務大臣及び法律の定めるその他の官吏の任免並びに 
全権委任状及び大使及び公使の信任状を認証すること。 

: 大赦、特赦、減刑、刑の執行の免除及び復権を認証す 


ること 


0 


七栄典を授与する こと。 

八批准實び法律の定めるその他の外荽書を證する 
こと。 

九外国の大使及び公使を接受すること。 

儀式を行ふこと。 


第六条天皇ハ法律ヲ龊可シ苏ノ公布及執行ヲ命ス 
第七条芡皇ハ帝圆諫会ヲ召集シ其ノ 11会閉佥停会及衆議 
院ノ解散ヲ命ス 

第八条天皇ハ公共ノ安金ヲ保持シ又ハ其ノ災厄ヲ避クル 
為緊急ノ必要二由り帝国議会閉会ノ場合二於テ法律二代 
ルヘキ勅令ヲ発ス 

此ノ勒令ハ 次ノ 会期二於テ帝国議会二提出スへシ若議会 
二於テ承諾セサルトキハ政府ハ将来二向テ其ノ効ヵヲ失 
フ n トヲ八ム布ス へ シ 

第九条天皇ハ法律ヲ執行スル為二又ハ公共ノ安寧秩序ヲ 
依持シ及臣民ノ幸福ヲ增進スル為二必要ナル命令ヲ発シ 
又ハ発セシム但シ命令ヲ以テ法渾ヲ変更スルコトヲ得ス 


第十条天皇ハ行政各部ノ官制及文武官ノ俸給ヲ定メ及文 
武官ヲ任免ス极シ此ノ憲法又ハ他ノ法律二時例ヲ揭ケタ 
ルモノハ各々其ノ条顼二依ル 
第十 I 条天皇ハ陸海壻ヲ統帥ス 
第十二条天皇ハ陸海瑱ノ編制及常備丘(額ヲ定ム 
第十三条天皇ハ戦ヲ直シ和ヲ m シ及諸般ノ条約ヲ締結 X 
第十四条天皇ハ戒厳ヲ宣告 X . 

戒厳ノ要件及効カハ法渖ヲ以テ之ヲ定ム 
第十五条天皇ハ爵位勲葷及其ノ他ノ栄典ヲ授与ス 
第十六条天皇ハ大赦特赦减刑及復権ヲ命ス 
第十七条摂政ヲ置クハ皇室典範ノ定ムル所二依ル 
摂政ハ天皇ノ名二於テ大権ヲ行フ 


E S 




2 


九0 


明治三十四年 


皇太 T - 湓仁親王第一 M 子ご誕生 

迪宮裕じ親王とご命名 

ご藻 fr 掛川村純義伯爵邸へご移転 


® 国内 

第叫次 m 膝 ff 文内閗総辞職 

第一次桂太郎内诎成立 



九〇二年 明治三+五年 


淳 { a 雍 f : 親王{秩父宫)ご誕生 

® 国内 

第一回日英 IH 1 盟協約調印 
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大 

正 


朝鮮総督府設置 

.海外 

米探検家ペアり一、北極探検に成功 
英_ジョージ五世即位 


明治天皇崩御、皇太子^仁親王践祚、「大正」と改 

元' 裕仁親王' 皇太子に 

皇太子、陸海軍少尉にご任官 

a & f 、 学^院初等科五年の修学旅行で茨城県水 

戸市へ 

皇太子、観艦式のため m 浜市へ 

#国内 

明 rm 天 Mr 大葬、 乃木希典夫襄殉死 
第三次蛙内閣成立 

馨海外 

孫文' 中華民国臨時大統領に就任 


皇太子、京都、客由2 T 靜岡県沼 i ? K 市をご旅行、 

京都市内の古社却、第一六師団ご見学(〜 4 * 4 ) 

蟲太干、学習院初等科六年修学 rc 行で干蕖県 te 原、 
f 以、 

皇太子、横須 I 只で m 艦金剛にご乘艦 

©国内 

第一次山本権兵衛内閣成立 
尾崎行雄ら政友俱楽部結成 
立返同志会結成 


皇太 T 江田®海^兵学校ご訪問 (1 28 ) 

皇太子' 学習院初等科ご卒業 
昭憲皇太后崩御 

東宮御学問所開始(総裁東郷平八郎元帥) 

皇±子、〗都.桃山陵ご#拝(〜6一 

皇太子、陸海軍中尉に■ご界進 

皇太子、千葉描下で近衛師団機動演習ご视察 

⑩国内 

シ^^./ンス^件起こる 

第二次大隈重信内開成立 
ドィツに宣戦布告 
青島卜：！領 

⑩海外 

ォースト リア、 セルビアに宣戦布告' 第一次世界 

大戦始まる 



大正四年 


4 *15 


皇太子、京都，桃山陵、奈良_畝傍陵、法隆寺な 

ど見学、ご参拝(〜 21 ) 

皇太子' 横須賀で軍鑑榛名ご乗艦 

皇太子、伊勢神宮ご参#、名古 M で I 泊(〜 6) 

皇太子、伊勢湾での第一艦隊演翌を r 視察 


#海外 

シベリア鉄道{元成 


久邇宫邦摩王第一女子良子女王ご誕生 


2 * W. 


川村伯死去によリ裕仁親王、沼津御用邸へ 
青山御所にご転居 
参国内 
日露戦争開始 


のち 


拳 


光宫宣 ■[.: 親王{商松宮)ご誕生 
® 国内 
旅順開城 
B 本海海戦 

日露講和条約(ポーツマ X 条約)調印、 n 比&能 

き打ち啦件 


® 国内 

第一次西 SI 寺公望内閣成立 

日本社会党結成 

榨太北緯五〇度以南を〇シアから受領 


® 国内 

流務教 W 年限を六年に延畏する小学校令改正 

第 ：[ nlH 霜協約調印 


裕 h 親王、学習院初等； 

(学習院院设及木希仇〇 

㊃ 国内 

第二次桂^開成立 


又学 


® 国内 

伏藤博文 


ルピン駅で暗殺される 


皇太子、 大正天皂即位の 大礼 ご参列のため京都へ 
(S12) 

澄宮崇仁親王 (111 笠宮)ご誕生 
皇太子、観艦式ご祝察のため横浜へ 



六年 大正五年 


皇太子、神戸市■武庫離宮へ了 8 ) 

皇太子、横須賀海1¢工廠ご視察 

皇太子、北陸沿海での第一艦隊演習にご出発 

(sn) 

皇太子、陸海 m 大尉にご昇進 
皇太子裕仁親王、立太子礼挙行 

#国内 

寺内 1 E 毅内閣成立 
憲政会結成 



大正六年 


皇太子' 奈良へ ( ill ) 

皇太子、山陰地方へご 出発、 出雲大社、松江旧城 
天守 IH ] などご見学(〜13) 

皇太子、干葉県！&田 沼、 船橋へ 

皇太子、埼玉県熊抒市で近衛師団機#演習ご视察 

皇太子、横浜港へ 

#国内 

室！ Mi 日本製鋼所で K 上げスト 
金輪出禁止 

#海外 

ロシア、 D マノフ 王朝倒れる 
米、独に宣戦布止0 
D シア 革命、 ソビ H 卜政権 成立 



一八年大正七年 


久邇宮良子女王、來宫妃に内定 

皇太子、名古 M 城太守!»!、溢 a 県公会党、京都- 

t 和寺など見学のためご出発(〜8) 

皇太子、 mJa 大岛沿海での第一艦隊演習をご視察 

( 〜 n) 

皇太子、横須贺*拇取機関学校ご視察 
皇太子、束北地方に m 艦鹿岛でご旅行 ( 5、6 

盛岡、 - -9仙台に各お泊まり) 

皇太子、愛知県豊硫市へ(〜 5) 

皇太子、横浜で速合艦隊ご視察 
⑱国内 

#常小学校 11 ( 語読本(ハナハト)発行 
富山県で米騒動、全国に波及 
武者小路実篤ら「新しき村」建設葙手 
原敬内閣成立 
❿海外 

第一次世界大戦終わる 



九年 大正八年 


皇太子、神奈 Jli 県 X 里浜の海 m 水雷学校ご視察 
皇太子、ご成年式二八歳) 


i 九 f 四年 大正三年 


明治四十五年 


九〇三年 明治 H 十六年 


九〇四年 明治三十七年 


九〇五年 明治三十八年 


九〇六年明治三十九年 


九〇七年 明治四十年 


九〇八年 明治四十 


九〇九年 明治四十 
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ニニ年 大正十 


皇太子、平和博览会をご視察 

皇太子、来 H 中のウ X— ル X 英皇太子(ウィンザ 

1 公)と代々木練兵場での la 兵式へ 

皇太子' 霞ケ浦の海眾航空術講習本部へ 

皇太子と良子女王のご結婚勅許 

皇太子、北海道をご旅行 ( 124 ) 

皇太子、桃山陵での明治天皇十年式年祭のため京 
都へ (1 30 ) 

皇±子' 良子女王の納»の儀 
皇太子、山梨県下をご rrc 行(〜 7) 

皇太子 t 静岡県御殿場での陸 m 陣地攻防演習へ 
皇太子、香川県下での陸軍特别大演習、四国#地 
をご視察 ( 112 * 3 ) 

_国内 

ワシントン軍縮条約調印 
加藤友三郎内閣成立 
日本共産党結成 

㉚ 海外 

fli - - ムッソ リ ー ニ 内閣成立 

ソ連邦樹立宣言 


三年 大正+ 





) 


皇太子、 台湾ご旅行へ 
皇太子、富士登山 
赤坂離宮で新内|»|親 II -式 
皇太子、柬京の関柬大返災被災地をご視察 ( 

ご結婚延期を発表 
皇太子、®浜の陂災地をご視察 
皇太子' 陸海 m 中佐にご昇進 
皇太子' 干葉県 f ? 志野/陸 m 騎兵学校へ 
帝国議会にご臨 I / S の 途中、 離波大肋が皇太子に発 
砲、虎の門事件起こる 
⑩国内 


丸ビル完成 


関朿大 II 災"東京に戒鈹令 (2) 

第二次山本内閣成立 

甘#遊興大尉、大杉栄、讲藤野枝らを殺^ 
f 甘 ffl 事件) 



四年 大正+三年 


皇太子、代々木練兵場の観兵式へ 

皇太子' 久邇宮良子女王とご結婚、赤坂離宮、束 

宮仮御所となる 

皇太子、同妃両殿下、結婚報告のため伊勢神宮， 

桃山 Ftr 参拝 28 ) 

両殿下、二重橋前の束京市ご成婚大奉祝会へ 

両殿下、日光、福島県翁島へご旅行(〜 29) 

皇太子、石川県金沢市を中心にした陸軍特別大演 

習と 北陸地方をご视察 ( ill ) 

皇太子、霞ケ浦海車航空隊へ 

參国内 

清浦奎吾内閣成立 

第二次護避運動始まる 


政友会分裂、政友本党結成 ( 
加藤高明諧過三派内閣成立 
® 海外 

レ I ニン 没 



五年 大正十四年 


白 K 太子、京都、 大阪地力へ ( 〜 20) 

皇太子、渡米の秩父宮を横浜港でお見送り 
皇太子，江田. a . 海軍丘ハ学校卒業式ご臨席、佐伯 
湾で連合艦隊をご視察 ( i !7) 

皇太子い棒太 f (1 17 ) 

皇太子、東北地方ご 視察と 宮城県を中心にした 陸 
m 特別大演習のため 山形、 秋 田、 宮城各県へ(〜 24) 
皇太子、 陸海 m 大佐にご昇進 
白 革 太子第一皇女ご誕生、照宫成子と ご 命名 

㊃国内 

日ゾ恶本条約調印 
東京放送局試験放送開始 
普通選挙法公布 
治安維持法施行 
加藤高明憲政会内閣成立 
農民労働党結成、即日解散 
® 海外 
孫文没 

上海で五■三〇事件起こる 



九二六年 大正十五年 


皇太子、中国地方ご旅行で岡 山、 広岛 、山 □各県 
へ ハ i 6「丄 

皇太子、千葉県立園芸学 校、 陸軍松戸工兵隊へ 
大正天 ^1* 一崩御、御年四七歲 ，皇太子 践祚 
年号を「昭和」と 改元 

❿国内 

第一次若槻礼次郎内閣成立 ■ .へ 
労慟農民党結成 
® 海外 

蔣介 石、 北伐宣言 




二七年 昭和 


天皇、横須質での軍艦妙高進水式にご臨席 
天皇、 神奈 III 県 相武台•陸軍士官学校卒業式にご 

天皇' 小笠 原、 鹿児 島、 佐 伯、 奄美大島での連合 


艦隊訓練をご視察 ( 


) 


天皇第二皇女ご誕生、久宫柏子とご命名 
天皇、富士山ろくの陸軍特別陣地攻防演習をご視 

察 了!9) 

天皇、本州南方海上での海軍特別大演習をご視察 

了 5} 

天皇、横浜港外での大観艦式をご観閲 
天皇、愛知県下での陸軍特別大演習をご統監 

❿国内 

全日本農民組合結成 
金融恐慌始まる 


皇太子、成年式報告のため桃山陵伊勢神宮ご参 

罕了 A 

皇太子、良子女王ご婚約成立 
皇太子、長野県下ご視察 ( 16 ) 

皇太子、横須 M で潜水艦ご視察 

皇太子、兵庫県須晓地方での陸 m 特別大演習を r 

兜察(17、1 * 9 16 „ 

皇太 T ' 下志津の近衛師団機動演習をご视察 

@国内 

女®松井須磨子自殺 

普通選挙運動拡大 

朝鮮各地で独立運動(万歳事件) 

® 海外 

パリ講和会議開催 
ベルサィユ条約調印 


|〇年 大正九年 


皇太子、 九州各県 ご 旅行へ (14 • 5) 

皇太子、横須賀で第一艦隊をご视察 
皇太子、横须賀で戦艦陸奥進水式にご臨席 

皇太子、東京帝国大学へ 

皇太子 < 陸軍特別大演習のため大分県へ (1 18 ) 

皇太子、陸海軍少依にご昇進 

:§;)「®^^ 

八幡製鉄所、ストで溶鉱炉の火落とす 

東京-上野公園で日本最初のメ — fl 

第一回国勢調*(内地五五九六万 ■■ 一 cII - ri 人) 

#海外 

第一回国際速盟総会開催 


T 大正十年 


宮内 5 T 宮中某 ffi 大事件につき皇太子妃 G ご婚約 

に変更なしと発表 

皇太子、横頃^で戦艦長門をご視察 

皇太子、ご外遊報告のため桃山陵' 伊勢神宮ご# 

¥ ( i4.) 

皇太子、東宫御学問所ご終業 

皇太子、横浜港から欧州巡遊にご出発(〜 9 - 3) 

皇太子、大正天白 Hj に帰国報告のため日光御用邸へ 

{ ' ^ 6 

皇太子、 Jf 国報告で伊勢神宮ご参拝 

皇太子、代々木練丘 C 場の l!i 兵式へ 

皇太子' 静岡県下での陸軍特殊演習へ (1 14 ) 

皇太子、神奈川県下で陸軍特別大演習ご視察 

(〜19) 

皇太子、代■々木練兵場の陸軍大演習*鲵兵式へ 

皇太子' 摂政にご就任 

皇太子、 高輪御听から遥ヶ関離宮(束宮仮御所) 

にご移転 

® 国内 

神戸川 崎、 三菱両造船所スト、軍隊出動( 14) 

原首相、東京駅で刺殺される 

高橋是清内閣成立 

日英同盟廃棄 

® 海外 

中国共産党結成 

ワシントン軍縮会議開催 


_ 
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一八年 昭和三年 


久宫祐子内親王ご死去 

天皇、神奈川県下の朿京湾要さいご視察 

秩父宫雍仁親王、松平勢津子姫とご結婚 

天皇' 束京地方裁判所へ 

天皇' 岩手県での陸 m 特別大演習をご統監 

両陛下、即位の大礼で京都、三重、奈良へへ i 27 j 

京都御所紫{辰殿で即位の大礼 

天皇' 代々木練兵場の大観兵式をご覲閱 

天皇、横浜港沖の大礼特別観艦式をご観閲 

® 国内 

社会主義者大 ffl 検挙 
第二次山東出兵 
第三次山東出兵 

奉天で張作霖爆死事件起こる 

緊急勅令で治安維持法強化 

特別高等簪察課全国に設遛 

東京—火阪間に初の旅客空輸 

日本大衆党結党 

® 海外 

蔣介孖、国民政府主席に就 1 £ 

国民政府、中 K ! を統一 


一九年 昭和四年 


天皇' 代々木練兵場の陸軍始観兵式をご親閲 
皇后の父久 M 宮邦彦王ご死去 

天皇、横浜市の震災復興状況ご視察 

天皇、大阪、神戸両市 ご視察。 途中、大島、八丈 

島' 和歌山にお立寄 O ( S6 * 9 ) 

天皇第ーニ白 ff | 女ご誕生、孝宮和子とご命名 

天皇、茨城県水戸地方での陸眾特別大演習をご統 

監 。県下 おょび霞ヶ浦海軍航空隊ご視察(彳 21 ) 

山本宣治刺殺される 

社会主義者大量検挙 

浜 n 雄幸内閣成立 

独飛行船ツ X ッぺリン号米日 

® 海外 

VI ューヨ—ク株式市場大躲落、世界恐 It 


古问松宮宣仁親王徳1!!喜久子姫とご結婚 

天皇、東京をご視察 

^皇街岡県下をご視察(〜 6 * 3 ) 

天皇、神戸沖の観艦式、海軍兵学校視察などのた 

め神戸、江田島へ(— 27 ) 


馨国内 

岡田啓介内閣成立 

陸 m 省「国防の本義と其強化の提唱」発表 
政府、ワシントン海軍軍縮条約廃棄を通告 
® 海外 

ヒトラー総統となる 
ソ連、国際連盟に加盟 



五年 昭和十年 


天皇、陸軍特別大演習ご統監をかね鹿児島' 宫崎 
両県ご®察 ^ i J -- 

天皇第二皇子ご誕生、義宫正仁(常陰呂)とご命名 

#国内 

美 is 部達吉'天皇機関説問題につき K 族院で弁明 
陸軍省軍務局長永田鉄山、相沢中佐に刺殺される 
• 海外 

ドィツ再軍備宣言 
D ンドン軍縮会議開催 




九三六年 昭和十 


天皇、 陸軍特別大演習統監をかね北海道各地をご 

視察 (ilo ,12) 

天皇、 海軍特別大演習をご 統監、 海軍兵学校視察 
及び観艦式観閲のため本州南方海面、江田岛、阪 

神沖へ(〜 30) 

二.二六事件、皇道派 W 年将校がク—デタ I を企 
て、下士官兵千四百人を引率、斉藤内大臣' 高櫧 
蔵相、 渡辺教育総監を殺害、 27 朿京市に戒厳令 
施行、29 •反乱 m 帰順 
広田弘 毅内閣 成立 
内務省、 メ— デー 禁止を通達 
日独防共協定調印 
⑩海外 

スペイン内乱 

ソ速、スタ—リン憲法採択 

英エドワード『八世(ウィンザー公)退位 



昭和十一 


天皇、陸 m 士官学校(抻奈川) 

* 国内 

浜田国松、衆院で琪部攻擊演説 
林銑十郎内閣成立 
第一次近衛文磨内閣成立 
1 溝 ii 事件、日中戦争始まる 
南京陥落、大虐殺事件 
㊃ 海外 

中国' 国共合作なる 




昭和十三年 


天® r 横須贾海軍航空廠、木更津海軍航空隊へ 
天白 W 、 熊浮陸軍飛行学校へ 


天皇、 岡山での陸軍特別大演習をご統監、岡 山、 
広島両県下をご視察 (121 ) 

C # 国内 
米価大暴落 

浜口首相、東京駅でそ擊される 



昭和六年 


天皇第四皇女ご誕生、順¢ 0 厚子とご命名 
天皇' 熊本での陸 m 特別大演習ご統監をかね、 
本、鹿児鳥両県へ {121 ) 

® 国内 

第二次若槻内閣成立 
柳条溝事件をきっかけに満州事変突発 
国際速盟、日本の満州撤兵勧告案を可決 
犬養毅内閣成立 


熊 




昭和七年 


天皇近畿地方での陸軍特別大演習ご統監のため 
大阪 、京都、 奈良へ(！ 17) 

® 国内 

第 一 次上海事変起こる 
井上前蔵相喑殺される 
満州国建国宣言発表 
団琢磨暗殺される(血盟団事件) 

五-一五事件、陸海軍将校ら首 tu 官邸な ど 襲 擊、 

犬養首相を射殺 

斉藤実内閣成立 

満州国承認 

⑩海外 

リットン調査団、満州事蛮を実地調査 


九111三年 昭和八年 


天皇' 横須賀にて海眾特別大演習をご統監 

天皇、横浜港沖の観艦式をご観閲 

天皇、陸®特別大演習 ご 統監のため 京都、 福井へ 

(i 3f}. 

皇太子ご誕生、継宫明仁とご命名 

㊃ 国内 

小林多喜二、築地署で虐殺される 
B 率、 国際連盟脱退 
京大滝川事件起こる 
丹那トンネル開通 
神兵隊事件発覚 
® 海外 

ドィツ、ヒトラ—内閣成立 
ドィツ、 国際連盟脱退 
米ソ国交回復 



九…四年 昭和九年 


天皇、 陸 m 特別大演習ご統監をかね群 馬、栃木、 

埼玉各県へ(〜 18 ) 

天皇、横須貿での軍檻玲谷命名式にご臨席 


九三〇年 昭和五年 
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九 

四 


御前会議で対米 _ 英 * オランダ開戦を決定 

® 国内 

日ソ中立条約調印 
第三次近衛内閣成立 
ゾルゲ事件起こる 
杈令卜^幾-肩戈.1 .L 

対米交渉 最終案、 帝国国策遂行要領を決定 
太平洋(大 m 亜)戦争 突発、 対米*英宣戦布告 
香港陥落 

@海外 

独 * 所 、アメリカに 宣戦布告 


九四二年 昭和十七年 


天皇、陸軍航空士官学校{埼玉県)卒業式にご臨席 
天皇、霞ケ浦、土浦で第十一速合航空隊をご視察 
天皇、陸軍宇都宮飛行場ご視察 
天皇、伊勢神宮、挑山陵ご参拝(〜 13 ) 

天皇' 陸軍士官学校(神奈川県)卒業式にご臨席 
® 国内 

マニラ占領 
シンガポール陥落 

與赞政治会削立 

ミツドウ H —海戦 

米軍、反攻開始、ガダルカナル島上陸 

® 海外 

米‘英軍、*アフリ * 上陸 

ソ述軍、スタ—リングラ—ドで反撃開始 


九四三年 昭和十八年 


天皇、 横須贸海 mT 廠で戦艦武蔵をご視察 
天皇、陸軍子科士官学校(培玉)をご視察 

#[11^ 

連合艦隊司令長官山本五十六戦死 
アッツ島日本守備隊全滅 
架京都制実施 

第一回学徒典入隊(学徒出陣) 

㊃ 海外 

米，英首！ T * サブランカ会談 

ィタリア、 無条件降伏 


九四四年 昭和十九年 


天皇、陸軍航空士官学校卒業式にご臨席 
天皇、陸軍士官学校卒業式にご臨席 

❿国内 

サィパン島日本軍全域 

小磯国昭内閣成立 

グアム島 S 本軍全滅 

米機動部隊、沖縄攻擊 

神風特別攻撃隊 li 成 

Bgr 東京初空襲 

.海外 

連合眾、 ノルマン ディー上陸(第二戦線結成) 

連合軍、パリ解放 




九四五年 昭和二十年 


天皇の初孫、東久 M 信彦さん誕生 

天皇、東京の戦災地をご視察 

皇宮内宮殿、空襲のため焼失 

天皇、ポツダム宣言受諾をご決意 

"終戦の罌断，再度下り「終戦の詔書」を録音 

正午「終戦の詔書」放送される 

天皇、速合班最,^司令官マッヵーサ！元帥ご訪問 

天皇、桃山陵' 伊勢神宮、畝傍陵を終戦報告のた 

めご参拝 ?!5 

❿国内 

硫黄島日本軍全滅 

米軍' 冲縄に上陸 (6 *21 日本軍全滅) 

鈴木贯太郎内閣成立 
広島に原爆投下 
ソ連、 対日宣戦 
長崎に原爆投下 
無条件降伏、太平洋戦争終結 
東久邇宮稔彦王内 IHI 成立 
占領軍第一陣本土上陸 
降伏文畫調印 
幣原喜重郎内閣成立 

日本社会党結成 (9 日本自由党' 16 日本進歩 
党相次いで結成) 

❿海外 ゝ 
米•英•ゾ首脳、ヤルタ会談 
ムツソりーニ銃殺される 
ヒトラ^^自殺 
ドィツ 軍、 無条件降伏 
鬧際正式発足 


九四六年 昭和一 


天皇、 年頭詔書で'人間 宣言〃 

天皇、初の戦災地ご视察で神奈川県川崎、横浜 rlj 


〇 



120 ) 


) 


6 ^ 
21 


天皇、東京都旧区ご視察 ( 3 * 

天皇、朿京都多摩地区ご視察 
天皇、群馬県下をご視察 
天皇、埼玉県下をご視察 
"米ょこせ，デモ、皇居へ 
GHQ1 皇族の特! 1 糖止を指令 
天皇' 食 M 危機突破についてご放送 
天皇、マッカーサー元帥をご訪問 
天皇、千葉県 下を ご視察(彳 7) 
両陛下、静岡県をご視察 ( ils ) 

无皇 1 愛知、岐阜県下をご視察 ( 

天皇、茨域県下をご視察 (i t 9) 

❿国内 

極東国際軍事裁判開廷 

吉田茂内 IH 1 成 31 

協同民主党結成 

キーナン 検事、天皇は親かない と 言明 
R 本国憲法公布 

㊃ 海外 

国連第一回総会開会 
米' ビキニ原爆実験 
ニュールン 7 ルグ I 祭 1 判判夫 


® 国内 

国家総 MM 法公布 
広東陥落 

® 海外 

ドイツ 軍ズテーテ 


進駐 



天皇第五皇女ご誕生' 清宮贵子とご命名 
天皇、臨時東京第三陸 m 病院(神奈川県)へ 
天皇、陸¥航空士官学校(埼玉県)卒業式にご臨席 
天皇、陸軍士官学校(神奈川県)卒業式にご臨席 
天皇、速合艦隊訓練をご視察 
天皇、静岡県窃士山 6 くでの近衛師団演習をご视 
察 T IO ) 

⑩国内 

平沼龊！郎内間成立 
政友会分裂 ， 

ノモンハン事件起こる 
国 K 徴用令公布 
阿部信行内閣成立 
価格等統制令公布 

® 海外 

独ソ不可侵条約調印 

ドイツ -11 ボ I ランド fl 入 




仏、 ドイツに宜戰 布告、 第二次世界大戦突発 


天皇、陸取士官学校(神杂川)卒業式にご臨席 

天皇、紀元 二 千 六 百年記念でげ勢神宮、畝滂陵な 

どご参拝のため京都' 奈良'三重各府県へ(〜 13 ) 

天皇、陸 m 士官学校(神奈川)卒業式にご臨席 

天皇、 東京帝国大学へ 

天皇、 m 浜港冲での紀元 二 千六百年特別観艦式を 

ご m 閲 

天皇、 皇席前での紀 7T 二 干六百年記念式典にご出席 

»国内 

米内光政内閣成立 

日米通商航海条約失効 

吐会火衆党解党、 (7 *16 政友会•久原派 7 • 

30 政友会.— 派、 8 .15 民政党相次いで解 

党) 

北部仏印進駐開始 

大政興賛会発会式 

国民服令公布 

大日本產業報国会創設 

⑩海外 

イタリア' 英，仏に宣戦布告 

ドイツ 軍、 パリ入城 

ドイツ空軍' 英本土空襲 


天皇、 陸軍航空 士官学校 (埼玉県)卒業式に ご 臨席 

三笠宮崇仁親王、高木正得第二女子百合子姫とご 

結婚 


年 昭和十六年 


九四0年 昭和+五年 


九三九年 昭和十四年 
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天.% kf > F ^、 德川夢;^サト I .ハチ aI を招 

き、放談を聞かれる 

両陛下、都内の社会福祉施設へ 

両陛下、神奈川県仙石原の植樹祭へ 

岡陛下、横浜市で開 1 の日本 K 易陴览会へ 

天皇、福岡、佐提崎、鹿児鳥、宮琦、熊本、 

大分各県をご視察(〜6 *12) 

宫内府を廃止、宮内庁設 ia 
天 a 、 日本学士院の授賞式にご出谢 
天良、マッカ—サ—元帥をご訪問 
両陛下、神宮プールで全日本水上選手権大会をご 
®^ 

両陛下、横浜市での第四回 S 季国民体育大会開会 
式へ 

天皇初のご著®「扣模湾産後鰓類図譜」を出版 
天皇、日本大学創立六十固年記念式典へ 
顶喏下" It 兵市勺を)-兑察 

両_下、神宫競技場の第四回秋季国民体育大会に 
ご出席 

® 国内 

法隆寺金堂壁画焼夫 
第三次吉 m 内閣成立 
下山事件起こる 
三鹰事件起こる 
松川事件起こる 
湯川 91 澍博士 ノーべル赏受赏 
§>海外 

ドイツ連邦共和国(西ドイツ)成立 
中華人民共和国成立 

ドイツ民主共和国(東ドイツ)澍立宣言 


九五〇年 昭和二十五年 


天皇 i 四国四県と淡路島をご視察 ( 14 * 1 ) 

両陛下、山梨県での植樹祭へ 

天白 C マッカーサ—元帥をご訪問 

両陛下、日赤本社などご視察 

両陛下、孝宫和子内親王と a 司平通氏の結婚式に 

ご出席 ■ 

両陛下、第十九回日本学生陸上競技大会をご la 戦 
のため干葉市営運動場へ 

両陛下、都内と埼玉県の社会事業跑設をご祝察 
両陛下、第五回秋季国民体育大会にご出席のため 
名古屋市へ ( i 29) 

両陛下、神宮球場で軍： M 六大学野球早鞮戦をご観戦 
天皇、明治大学削立七十周年記念式典へ 

社会党分裂 (4 * 3 統一) 

自由党結成 
公職選挙法公布 
国民民主党結成 

マッカーサ—、日本共産党中央委員全員の追放を 

指令 

日本労働組合総評議会(総評)結成 

警察予備隊令公布 

® 海外 

朝鮮戦争突発 


九五1年 昭和二十六年 


両陛下、群馬県前1®市郊外の植樹祭にご出席 
^皇、帰国す るマツ々—サー元帥をご訪問 
天白 HT 連合軍 K 高司令官リッジ ゥ上矣降をご訪問 
貞明皇后崩御(六十六歳) 

両陛下、第六回秋季国民体育大会にご出席のため 
広島県へ ( i 29 ) 

天皇、京都、溢輕奈良、三道各府県をご视察 

{ 19 奈良で講和条約、日米安保条約批准*にご署 
名。— 5) 

天皇' 番町小学校創立八十周年記念式典へ 

® 国内 

社会民主党結成 

対日平和条約、日米安保条約調印 
社会党，左右両派に分裂 
❿海外 

ィラン国会、石油国有化を可決 


九五二年 昭和二十七年 


両陛下、皇太子(高等科}、厚子内親王(短期大 

学)のご卒業で学習院へ 

両陛下、植澍祭で靜岡県へ 

両陛下' 全国戦没#追悼式へ 

天皇：平和条約発効記念式典で自ら「天皇退位説」 

をご否定 

天皇、平和条約発効報吿のため W 勢神宫、畝傍陵' 
桃山陵をご参拝 

順宮厚子内親王、池田隆政氏とご結婚 

両陛下、第七回秋季国民体育大会ご出席のため福 

島へ 

両陛下、全国更生保護大会へ 

#国内 

改進党結成 

日米行政協定調印 

日航もく星号"大島に墜落 

ポツダム政令廃止 

対日平和条約' 日米安全保障条約発効 

日台平和条約調印 

皇居前■血のメ—デ—事件 

H 印平和条約調印 

Fe 産スト( 10,13 炭労スト) 

替察予備隊を保安隊に改組 
第四次吉田内™成立 
国立近代美術館開館 

® 海外 

李承晚ラィン設定宣言 . 
欧州防衛共同体条約 { EDC ) 調印 
アメリカ初の水 m 実験 


九五三年 昭和11 +八年 


秩父宮雍仁親王ご死去。両陛下、ご弔問 
皇太子，英女王エリザべスニ世の戴冠式参列をか 
ね欧米一四力国歴訪のためご出発 (！o * 12 ) 



九四七年 昭和 



新皇室典範、^ f 室経済法公布 
両陛下、日本 11 憲法施行記念式典にご出席 
天皇、慶応義塾創立九十周年記念式典にご出席 
天皇' 京都' 大阪、和歌山、兵庫各府県をご視察 

T!5) 

㈣ 階下神奈川県 fllm ダムをご? Ji 察 

両陛下、後楽園球場で都市対抗野球火会をご覲戰 
天皇、宮城、岩手、靑森、秋田' 山形、福島备氧 
をご視察了| 9 ) 

天皇、 埼玉県の水害状況ご視察 

天皇、新 5 T 長野，' 山梨各県をご視察(〜 15 ) 

十一宵家皇鞒離脱 

天皇、 fs 井、石) II ' S 山各県をご視察。途中、金 
沢市で第二回国民体育大会にご出席、帰途、岐阜 
県高山市へ (〜 n I 2 ) 

无皇、マッカ—サ—元帥をご訪問 
天皇、鳥取、島根、山口'広鳥、岡山各県をご視 

察(12_|2) 

#国内 

G H Q 、 ゼネスト中止を命令 

国民協同党結成 

教育^本法，学校教育法公布、日本民主党結成 

第 一 回知事、市町 H 長選挙 

独 hN 禁止法公布 

日本国憲法施行 

片山哲内 [1 成立 

労働省発足 

® 海外 

マーシヤル*プラン発表 


ンド 


キスタン独立宣言 



九四八年 昭和二十三年 


皇居一般参^始まる 

両陛下、 a 宦(常陸宮) s 学習院初等科卒業式 

ご出席 

无皇 、マッカ！ サ—元帥をご訪問 

両陛下、都内の社会^業施設をご訪問 

天皇、社会事業家を皇居にご招待 

* 国内 

芦田均内 fH ] 成立 

民主自由党結成 

新制大学*高校発足 

福井大地震 

第二次吉田内閣成立 

極東国際軍事裁判判決(東条ら七人絞首刊) 

⑩海外 

大韓民国成立式 

朝鮮民主主義人民典和国澍立宣言 



九四九年 昭和二十四年 


天皇、マッカ—サ—元帥をご訪問 

両陛下、銀婚式 


121 
































































































96 5 5 5 4 3 2 

_ _ m * * * * 

22 8 23 20 9 51023 



9 6 J 9 4 


1010 9 6 4 4 


15 312615 


25 6 22 2510 514 


10 3 2 116 6 5 11 II10 7 5 4 3 

* * * « * m -* * ■ 

5 2712212 5 2 27 8 181124 5 26 


11 U10 9 5 3 

11 

11 11 

10 

2215131311 19 

28 

1510 

30 


9 5 5 4 ■ 7 6 ! 

192410 5 ■ 202825 


12 11 7 4 3 II 8 4 31 

暑 ■暑 ■ _ 奉 « # ■ 4 

1024121 I 4 6 5 24 2 


8 7 3 5 t! 10 554 

* • i' * * # _ _ 

8 27 5 21 101913 6 4 


10 5 3 10 5 2] II 1«10 7 5 4 41■ 10 7 4 2 1212 10 5 5111110 9 4 3 ■ 554 

4 15 27 1 202529 25 251818 E7 6 25 B 2326 17 14 2318 1 9219 2 819 2712 5 23 B 14 5 18 




九五八年 昭和三十111年 


両陛下、学翌院大卒業式へ^義宮、同大学理学部 
ご "^1 ■業 

両陛下、大分県での植樹祭出席をかね、大分、宮 
崎' 鹿児島、熊本、福岡各県下をご旅行 
両陛下、第三回アジア大会開会式で国立競技場へ 
両陛下、 NHKT レビスタジオをご見学 
両陛下、富山県での第十三回秋季国民体育大会ご 
出席を かね、 富 山、 石川' 岐阜各県へ ( 〜27) 
両陛下、慶応義塾百年式典にご出席 
皇室会謙で皇太子妃に正田美智子さまが決まる 
㉚ 国内 

長崎で中国国旗侮辱事件 
勤務評定反対闘争始まる 
第二次岸内閣成立 
警職法改正案' 審議未了となる 
® 海外 

アラブ連合成立 

フルシチョフ' ソ連首相に就任 
フランス第五共和制発足 


九五九年 昭和=十四年 


皇太子さまと JH 田美智子さまの納采の儀あげられる 
両陛下、植樹祭で埼玉県へ 
皇太子さま、美智子さまとご結婚 
両陛下、後楽園球場でプロ野球ナィタ ー (巨人 j 
阪神戦)を初めてご観贱 

両陛下、神宫外苑プールで開かれた第十四回 H 季 

国民体育大会開会式へ 

両陛下 h 日本大学創立七十周年記念式典へ 

両陛下、国立競技場の第十四回秋季国民体育大会 

開会式へ 

❿国内 

安保改定阻止11争始まる 

伊勢湾台風で死者、行方不明五千二百余人 

® 海外 

キユーパ革命軍ハバナ入城 
シン ガポー ル独立宣3 

ソ連首相フルシチョフ訪米。キャンプ■デービツ 
ドでアィゼンハ7|米大統領と会談 


九六〇年 昭和三十五年 


美智子妃 、浩 宮徳仁親王ご出産 

清宮貴子さま、島逮久永氏とご結婚 

両陛下、都下大島へご旅行 

両陛下、山形県での植樹祭をかねて山形' 福島両 

票/ (i l?) 

皇后、天皇とともに初めて蔵前国技館の大相撲ご 

mm 

皇后、日赤中部六県支部赤十字大会で愛知県へ 
(〜25) 

4太子ご 一家、， 新築 e 東宮御所へご移転 
皇太子ご夫妻、 H 米修交百年記念でアメリカへ 
(i ]0_ 7 } 


両陛下植樹祭で千葉県 si $ 町へ 
両陛下、千葉県下をご視察(〜 8) 

両陛下' 学制八十周年記念式典へ 

両陛下，第八回秋季国民体育大会ご出席をかね四 

国各県と岡山県へ(丨 28 ) 

両陛下、日赤慈善興行ご観劇のため歌舞伎座へ 
® 国内 

第五次吉 m 内閣成立 

® 海外 

スタ！りン死去 
朝鮮戦争休戦協定調印 
ソ連、 水爆所有を公表 


一般参^の人波が二重橋で崩れ、死者十六人を出す 
義宫、学習院离等科をご卒業。両陛下、卒業式に 
ご出席 

両陛下' 兵!$県での植樹祭と伊勢神宮ご参抨(— 10 ) 

両陛下、道内视察と第九回国民体育大会にご出席 

のため北海道へ ( i 23) 全国戦災地ご視察終わる 

天皇、静岡県伊豆地方へ。皇后、日赤近畿七府県 

支部大会にご出席のため溢賀、奈良へ(〜8) 

❿国内 

ビキニ水爆実験で第五福窀丸陂災 

犬養法相、造船汚職で指揮権発動 

防衛庁，自衛隊発足、胬_発足 

日本民主党結成 

第一次鳩山一郎内閣成立 

® 海外 

ベルリン四国外相会議開く 

周.ネ ー ル、 平和五原則共同声明 

インドシナ休戦協定調印 


両陛下、植樹祭ご出席をかね宫城県下をご視察 

( I 8 ) 

両陛下、 E 京*晴海の日本国際見本市へ 

天皇、 蔵前国技館で戦後初めて大相撲をご観戦 

両陛下、第十回夏季国民体育大会ご出席のため神 

奈：^果 /( 〜23} 

両陛下、第十回秋季国民体育大会ご出席のため神 

奈川県へ ( 彳 11 * 2 ) 

天皇、 埼玉県 下をご 視察 

天皇、 日比ハ分公会堂での普選三十 固年、 婦人参政 

十周年記念式典へ 

義宮'成年式を挙げられる 

® 国内 

第二次鳩山内閣成立 

国鉄宇高連絡船紫雲丸 沈没、 死者百六十 八 人 

砂川町の強制測 fr で労組デモ隊と警官が衝突 

日本社会党統 一 

自由民主党 結成、 保守合同成る 

第三次鳩山内閣成立 

® 海外 


アジア.•アフリカ会議開催(バンドン) 
西ドィツ主権を回復 

ソ連と東欧七力国"ワルシャワ条約に調印 


九五六年 昭和三十 


天皇、日本橋高島屋で「ザ*ファミリ—•オブ-マン」 
写真機をご簏 . 
両陛下、山口県での植樹祭ご出席をかね山□、岡 
山両県へ0^^1?) 

皇后陛下のご生母、久邇 {S 子さん死去。両陛下、 
三番町宮内庁分室での告別式にご参列 
両陛下、兵庫県での第十一回伙季国民体育大会ご 
出席をかね、典庫' 大阪両府県へ(〜 11 , 2) 

戦後初の正式の MH としてエチオピアのハィレ- 
セラシエ皇帝陛下来日 

宮内庁職員美術展に皇后、初めて日本画をご出品 

® 国内 

HV 漁業交渉妥結 
売春防止法成立 

日ソ国交回復に関する共同直言•通商航海に関す 
る議定書調印 

国連総会、日本の国連加盟可決 
石櫧湛山内閣成立 

#海外 

ソ連共産党二十回大会で 7 ルシチョフ、又夕|リ 
ンを批判 

コミンフォルム解散 
エジプト、ス H ズ運河国有化宣言 
ハンガリ—亊件起こる。ソ連、ブダペストへ戦車 
介人 


九五七年 昭和三十！一年 


両陛下、栃木県日光での第十二回冬季国民体育大 
会へ (S 26) 

両陛下、岐阜県での植樹祭ご出席をかね、岐阜' 
愛知両県へ ( iI 2) 

天皇、 徳川夢声' サト ー, ハチ D —、 獅子文 六、 
吉川英治、火野華平氏らを招いて放談を聞かれる 
両陛下' 民生委員制度四十周年記念全国社会福祉 
大会へ 

両陛下' 山梨県下をご視察、富士山に登られる 
(〜10) 

天皇、最高裁判所十周年記念式典で做高裁へ 
両陛下、第 十二 回秋季国民体育大会と県内ご視察 
のため静岡県へ ( S30 ) 

両陛下、日赤八十周年記念大会へ 

® 国内 

南極観測隊、オングル島に上陸(昭和基地) 

第 I 次岸信介内閣成立 

国防会議「国防の基本方針」決定 

日本、 国速安保理事会非常任理事国に当選 

雲外 

欧州六力 国、 欧州北 ハ 同市場 ( EEC ) に 調印 

英国、クリスマス島で第一回水爆実験 

V 連、世界初の人工衛星スブ—トニク1号の打ち 

上げに成功 


九五五年 昭和 H 十年 


九五四年 昭和 
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両陛下、新调の第十九回春季国民体育大会へ 

712} 

マレ—シアの サィド， プ— トラ 元首ご夫妻来日 
義宫さま、津軽華子さまとご結婚"常陸宮家をご 
創立 

両陛下' 東海道新幹線開業式へ 
両陛下、第六十二® 10 C 総会開会式で日生劇場へ 
无皇 、第 十八 回 オリンピック東京 大会名誉総裁と 
して開会をご宣言 

皇太子ご夫妻、タィをご訪問 (i21 ) 

® 国内 

第一回戦没者叙動を発令( 28 日第一回生存者叙® 
決定} 

OECD (経済協力開発機構)加盟 
東海道新幹線営業開始 
オリンピック東京大会開会 ( i 24) 

第 T 次佐藤栄作内閣成立 
公明党結成 
#海外 

フランス、 中国を承認 

南べ トナム、 全土に非常事態 宣言、 ベトナム戦争 
始まる 

中国、 初の核実験成功を発表 

フルシチョフ . ゾ連首相辞任。ブレジネフ第 IS 

記" n スイギン首相就任 


両陛下，神奈 川、 睁岡両県へ {121 ) 

両陛下 1 鳥取県での植樹祭と地方ご視察を かわ、 

岡 山、 鳥取' 島根、京都各府県へ ( i ]5) 

闽陛下、第二十回秋季国民体育大会で吱阜県へ 
(〜 28 ) 1 

礼宮文仁親王ご誕生 
©国内 

佐藤首相訪米 

日韓基本条約おょび関係協定調印 

㉚ 海外 

チヤ！チル元英首相死去 
米北べトナム爆擊開始 
印ハ紛争起こる 
中国文化大革命始まる 


両陛下、東京国立博物館で「十七世紀 m — o ッパ 
名画展」をご鑑賞 

両陛下、愛媛県の植樹祭にご出席後、愛媛‘香川、 
大阪各府県下をご旅行(〜23) 

大阪国際見本市をご観 , M 
新宮殿上棟式 

両陛下' 第二十一回秋季国民体育大会で大分県へ 
(i29) 

両陛下、 D サンゼルス■ドジヤーズ対全日本の野 
球試合をご観戦 
® 国 4 T * 

全日空機、東京湾で墜落' 百三十三人死亡 


皇太子さま、カゼのため T ィリビン訪問を中止し 
てご帰国 

両陛下、東京タワ ー" ソニ 1H 場をご視察 

両陛 T 、福井県での植樹祭のため 京都、福 井両府 
県へ(—25) 

所勢神宮ご参拝をかねて両陛下、 三重、 和次山、 
岐阜三県へ T26 ) 

両陛下、日光へご旅行 

両陛下、九段会館での日本遗族会創立十五周年記 
念式典へご出席 

両陛下、岡山県での第十七回秋季国民体育大会ご 
出席を かね、京都、 岡 山、 愛知各府県へ ( i26 ) 
皇太子ご 夫妻、フィリピンへ (i lo ) 

両陛下、学制九十周年記念式典へ 

® 国内 

ガリオア* Ho ア返済協定調印 
常磐線三河島駅で三®衝突' 百六十人死亡、重軽 
傷者三百二十五人 

高崎達之助： fs 承志「日中長期総合 M 易党え1¢き」 
調印 _ 

® 海外 

キユ—バ、米州機構から脱退 
米大統領、ソ速のキユーバへの武器禁輸のため海 
上封 M 宣言( 28 ソ連、キュ f パからミサイル撒 
去回答) 

中ソ論#^面化 


皇后ご蠢 

オランダのベアトリクス王女^^日 

両陛下、厚生年金会館での赤十宇百周年記念大会 
にご出席 

両陛下、靑淼県での植樹祭と地方ご視察のため音 
森、宮城両県へ ( i22 ) 

タィのプミポン国王ご夫妻来日 

両陛下、政府主催の第一回全 II 戦没者追淖式にご 

出席 

両陛下、敗血症で岡山+：付厲病院人院中の池田厚 
子さんをお見舞い ( iI 7) 

両陛下、山口県での第十八回秋季国民体育大会と 
池田厚子さんぉ見舞いのため、山口、岡山、兵車 
各県へ (〜 31) 

® 国内 

最高裁、松川事件再上告破棄、全員無罪確定 
三池三川鉱でガス爆発、四百五十八人死亡"横須 
贺梂鶴見で二®衝突、百六十一人死亡 
第三次池田内閣成立 

❿海外 

マレ—シア連邦結成 

ケネディ米大統領暗殺さる 


ボードワン*ベルギ—国王ご夫妻来日 

皇太子ご夫妻、メキシ n をご訪問(〜17) 

両陛下、植樹祭で長野県へ(— 16 ) 


両陛下、第四十九回列国議会同盟会議開会式にご 
出席 

両陛下' 第十五回秋季国民体育大会で熊本県へ 
(125) 

皇^子ご夫妻' イラン、 エチ オビア、インド、ネ 
パールをご訪問 (〜12- 9) 

宮内庁、深沢七郎の小説「風流夢！ t 」 の 名誉棄損 Y 
人権浸害について法務省に検討を依 II 
同書の出版元中央公 社、 宮内庁に 陳謝 
両陛下、謎会開設七十年記念式典ご出席のため国 
会へ 
® 国内 

日米安保条約おょび行政協定改定調印 
民社党結成 

安保阻止一一争で全学連，国会構内に入り替官隊と 
衝突、女子学生 I 人死亡 
第一次池田勇人内閣成立 
浅沼 社会党 委買長’立会演説中に剌殺さる 
第二次池田内閣成立 
® 海外 

韓国の反政府デモ' 流血事件に発展 {4 ,27 李承 

晚大統領辞任) 

ソ連、 人工衛星船第 1 号打ち上げに成功 

ケネディ、米大統領に当選 

南べトナム解放民族戦線結成 



昭和三十六年 


九六二年 昭和三十七年 


歌会始めの入選歌で"盗作，騒ぎ 

皇太子ご夫妻、パキスタン、ィンドネシア"フィ 

リピン訪問にご出発 {!2 • 10 ) 


九六五年 昭和四十年 


九六六年 昭和四+ 


十九年 


九六三年 喊和三十八年 


九六四年 昭和 
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印パ全面戦争へ、バングラデシュが独立 


九七二年 昭和四+七年 


両陛下、札幌オリンビック冬季大会ご出席のため 
北海直へ(〜7) 

天皇、札幌オリンピック冬季大会開会式で"名# 
総裁として 開会をご宣言 
両陛下、 冲縄復帰記念式典で日本武道館へ 
両陛下' 植樹祭ご出席のため新潟県へ ( is ) 
両陛下、 学制百年記念式典で国立劇場へ 
両陛下、鉄道百年記念式典で国鉄本社へ 
両陛下' 第二十七回秋季国民体育大会ご出席をか 
ね、鹿児島、奄美大島へ t 〜 27 ) 

天白 BT ボ ー ィス々ゥト日本速盟結成 50 周年記念中 
央式典ご出席のため明治神宮会館へ 
® 国内 

札幌オリンピック冬季大会開く 
連合赤軍リンチ殺人事件発覚 
沖縄施政権返還、沖縄県が発足 
第一次田中角栄内閣成立 
第二次田中内閣成立 
⑩海外 

ニクソン米大統領訪中、毛主席、周首相と初会談 
ストックホルムで国連人間環境会議開く 
ミュンヘン 五輪村のィスラヱル選手宿舎にアラブ 
ゲリラが® 入、 西独警察と銃幣戦、十一選手が死亡 


九七三年 昭和四十八年 


皇后、古希を迎えられる 

宮中で開かれた皇后の古希祝 K 会に三遊苧円生が 
登場。両陛下、初めて落語を間かれる 
■ W 陛下' 植 M 祭ご出席のため宫崎県へ (i 13 ) 
皇太子ご夫麥 、オー スト ラリア、 ニユージーラン 
ドをご訪問 (i 23 ) 

両陛下' NHK 放送センタ—へ 
皇太子ご夫#、スべィンをご訪問_..〜22) 

両陛下、第二十八回秋季国民体育大会ご出席をか 
ね、 千葉県へ (〜 16 ) 

両陛下、日本傷夷軍人会削立二十周年記念式典で 
日本武道館へ 

両陛下、東京-上野動物園へ 
® 国内 ^ 

水候病訴訟でチッソ惻全而敗訴 

B 航ジャンボ機、 T ラブゲリラに築つ取られ、 

リビア■ベンガジ空港で煺破 

金大中事件で日韓関係惡化 

田中首相' フラン 又、 英：西独、ソ連を訪問 

江崎玲於奈氏にノーべル物理学赏 
第二次田中改造内閣成立 
❿海外 . 

ベトナム和平協定調印 

チリで軍部ク ー デター、アジ丄ンデ大統領死亡 
mis ドイツ、 国連加盟 . 

第四次中束戦争突発、アラブ * 油国機構、石油供 
給制限を決定 


沼津御用邸廃邸 

#国内 

東大紛争で警視庁、安田講堂をバリヶード封鎖中 
の学生を排除、三百七十五人逮捕 
大学臨時措置法成立 
沖縄返還を決めた日米共同声明発表 

.海外 

ドゴ I レムセ流頭：取 

米アポ〇宇宙船、月の「静かの海」に着陸 
ホ！チ.ミン北べトナム大統領死去 


九七〇年 昭和四十五年 


第三次佐藤内 IM 成立 

皇太子ご夫妻' マレーシ T 、 シンガポールをご訪 

==?( i 7一- 

両陛下、 日本万国博開会式に ご出席 
チヤールス英国皇太子米日 
両陛下、千烏ヶ渕戦没者墓苑抨礼式へ 
両陛下、福島県での植樹祭へご出席(〜2]) 
両陛下、日本万国博ご視察のため大阪へ(〜 17 ) 
両陛下、日本万国陴ご視察のため大阪へ(！|9) 
両陛下、第二十五回秋季国 K 体育大会ご出席のた 
め岩手県へ(— 15 ) 

® 国内 

第三次佐藤内 fHI 成立 

赤 m 派 学生、 U 航機-ょど 号」をハィジヤツク 
日米安保条約自動継続 
三焐 dil 起夫割腹自殺 

⑩海外 

核拡散防止条約調印 

カンボジアてク ー〖 T 夕— シアヌ .^^クー兀首を追放 
西独*ソ連武力不行使条約調印 


年 昭和四+六年 


葉山御用邸本邸全焼 

天皇のガ—夕—澌窣が復権 

両陛下、 a 根、 広島両県の植樹祭へ (〜22) 

天皇' 古希を 迎えられる 

天皇、英国学士院会員に選出さる 

サウジアラビア，フアイサル国王来日 

天皇' 第二十三回ボ—イスカウト世界会議開会式 

にご出席 

両陛下、 3 — □ッバをご訪問 K ム式訪問国べルギ 
英国' 西ドイツ。非公式訪問国デンマ—ク、 

すランダ" 休^地 フランス' スイス」ニクゾン米 
大統領 夫妻とアンカレジで ご会見) ( i 10* 14 ) 

_陛下、第二十六回秋^国民体育大会で和歌山県へ 

® 国内 

沖縄返還協定、東京とワシントンで同時調印 

全日空機に d 衛隊 F 86 ジ H ット戦闘機が空中衝突' 

百六十二人死亡 

円、 蛮 ffii 相場制へ移行(円切上げ) 

㊃ 海外 - 

ニクソン米大統領、訪中受諾を発表 

英画' EC 加盟を承認 

中国、囤速に登場 


吉展ちゃん誘かい事件で犯んの小原に死刑判決 

® 海外 

ガ I ナでク I デター、エンクルマ 大統領を解任 
中国、 核ミサィル実験成功 


九六七年 昭和四十 


皇后、お誕生日に『桃苑圆集』を限定出版 
両陛下、岡山県での植樹祭ご出席のあと岡 山、 兵 
靡、京都各府県下をご旅行 (i 13 ) 

皇太子ご夫妻、南米(ペル—、アルゼンチン、ブ 
ラジル)をご旅行 ( S31 ) 

® 国内 

第二次佐藤内閣成立 

佐藤首相' 第二次衆南アジア訪問 (第一 次羽田事 
件起こる) 

佐藤首相訪米(第二次羽田事件起こる) 

日米首脳会談、共同声明を発表、小笠原返還きまる 
® 海外 

ィンドネシア If 定国民協議会、スカル/大統領の 

全権剝楚 

第 一 次中東戦争突発 ， 

中国、 M 初の水爆実験成功 


九六八年 昭和四十三年 


ユーゴ■チトー大統領夫_米日 

両陛下、北海道百年記念祝典ご出席のため北海道 

へご; JK 行 丁9 .7) 

両陛下、第二十三回秋季国民体育大会ご出席をか 

ね福井、丘ハ 庫、 京都各府県下を ご 視察 ( is , 7 

両陛下、明治百年記念式典で日本武道館へ 

新宮殿落成式 

米原子力空母 H ンタ t プライ X 佐世保人港、佐世 

保事件起こる 

国際反戦デ—の新宿デモで替視庁、騒乱罪を適用 

川端康成、ノーベル文学赏受賞 

® 海外 

北朝鮮、 米情報収集艦プ H ブロ号を捕獲 

米国と北ベトナムのパリ会談開始 

ソ連戦車隊、チ H n 領内に侵入 

米大統領候補 U - パート•ケネディ^ i 員射殺さる 


九六九年 昭和四十四年 


新春|般参 II が初めて新宫殿を使用して行われ、 

奥崎謙二のパチンコ玉事14起こる 

新宮殿の使い初め 

アフガニスタン国王ご夫妻来日 

紀宫清子内親王ご誕生 

両陛下、富山県での植樹祭ご出席のぁと富山1愛 

知両県下をご旅行(〜 30 ) 

両陛下、秋田県下をご視察(〜 29 ) 

闽陛下' 第二十四回秋季画民体育大会で長崎県へ 

(〜£ : 

伊豆下田の須崎御用邸起工式 
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秘められた想いの波紋。 























日本中の食卓に嫁 L 、で65年味の素,幻 
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